
戦
後
日
本
資
本
主
義
と

　
　
　
　
　
　
林
業
・
山
村
問
題
の
展
開
構
造

奥
　
　
地

正

戦
後
林
業
・
山
村
問
題
の
基
点

　
わ
が
因
の
林
野
は
総
面
積
二
五
三
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
国
土
面
積
の
六
八
％
を
占
め
、
都
市
お
よ
び
農
村
の
広
大
な
後
背
地
を
な

し
て
い
る
が
、
そ
の
所
有
の
現
状
は
国
公
有
・
私
的
大
山
林
所
有
者
に
総
面
積
の
過
半
が
集
中
し
て
お
り
、
農
民
的
土
地
所
有
と
し

て
の
耕
地
は
山
村
地
帯
で
は
こ
と
に
少
な
く
、
林
地
も
ま
た
零
細
で
あ
る
。
い
ま
林
野
面
積
の
内
訳
を
み
る
と
、
国
有
八
一
〇
万

（
三
二
％
）
、
公
有
二
六
〇
万
（
一
〇
％
）
、
私
有
一
四
六
〇
万
（
五
八
％
）
各
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
　
こ
の
う
ち
私
有
林
の
大
宗
を
な
す
林
家

（
総
数
約
二
五
七
万
戸
）
お
よ
び
会
杜
（
同
一
万
一
四
〇
〇
杜
）
に
っ
い
て
み
る
と
（
七
〇
年
セ
ン
サ
ス
）
、
経
営
規
模
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
の
大
山
林
所
有
「
林
家
」
は
約
三
二
〇
〇
戸
（
う
ち
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
巨
大
山
林
所
有
は
二
七
二
家
族
）
、
同
じ
く
一
〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
会
杜
は
約
六
〇
〇
杜
（
う
ち
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
は
紙
・
パ
ル
プ
な
ど
二
二
一
杜
）
、
　
こ
れ
ら
総
数
の
○
・
一
％

に
す
ぎ
な
い
大
山
林
所
有
者
が
総
面
積
の
二
三
％
を
占
め
て
い
る
。
他
方
、
二
五
七
万
林
家
の
九
〇
％
ま
で
は
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満

の
零
細
所
有
者
で
あ
り
（
面
積
比
は
三
〇
％
）
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
農
民
で
あ
り
、
ま
た
山
村
労
働
者
で
あ
る
。

　
　
　
戦
後
目
本
資
本
主
義
と
林
業
・
山
村
問
題
の
展
開
構
造
（
奥
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
元
　
（
六
九
五
）
　
．



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇
。
（
六
九
六
）

　
こ
の
よ
う
な
林
野
所
有
の
骨
格
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
明
治
初
期
の
「
目
本
型
エ
ソ
ク
ロ
ジ
ュ
ア
ー
」
を
歴
史
的
起
点
と
し
て
昭

和
戦
前
期
ま
で
国
家
的
土
地
所
有
（
国
有
林
・
御
料
林
・
公
有
林
）
・
地
主
的
土
地
所
有
・
農
民
的
土
地
所
有
と
し
て
彫
成
さ
れ
て
き
た

も
の
で
あ
る
が
、
明
治
後
期
以
降
は
台
湾
・
樺
太
・
朝
鮮
を
含
め
て
国
家
的
土
地
所
有
が
大
き
な
比
重
を
形
成
し
、
　
「
地
主
的
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

所
有
の
重
要
な
支
柱
的
位
置
を
占
め
、
農
民
に
対
す
る
経
済
外
強
制
の
物
質
的
基
礎
を
な
し
」
て
き
た
。

　
林
野
に
お
げ
る
半
封
建
制
は
、
耕
地
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
「
寄
生
地
主
形
態
の
そ
れ
と
地
主
経
営
的
な
形
態
の
半
封
建
的
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

所
有
制
度
が
入
り
ま
じ
り
、
資
本
主
義
経
済
の
発
展
と
と
も
に
地
主
経
営
的
な
形
態
が
次
第
に
数
を
増
す
」
形
で
展
開
し
て
き
た
が
、

こ
の
二
形
態
の
う
ち
地
主
経
営
は
国
有
林
経
営
お
よ
び
一
部
の
大
山
林
地
主
に
お
げ
る
用
材
林
経
営
と
し
て
、
ま
た
寄
生
地
主
的
林

野
所
有
は
民
有
林
に
お
げ
る
薪
炭
生
産
を
め
ぐ
る
薪
炭
原
木
の
授
受
１
１
地
主
・
小
作
関
係
と
し
て
展
開
し
た
。

　
国
有
林
に
お
げ
る
地
主
経
営
は
、
国
家
的
土
地
所
有
の
確
立
を
基
盤
と
し
、
い
わ
ゆ
る
特
別
経
営
事
業
の
開
始
（
一
八
九
九
年
）
を

画
期
と
し
て
形
成
さ
れ
、
第
一
次
大
戦
期
を
通
じ
て
確
立
さ
れ
た
。
国
有
林
は
す
で
に
土
地
官
民
有
区
分
の
直
後
か
ら
農
民
の
入
会

慣
行
を
排
除
し
て
き
た
が
、
し
か
し
一
方
で
は
農
民
の
低
抗
を
鎮
撫
す
べ
く
薪
炭
材
の
慣
行
特
売
・
委
託
林
・
部
分
林
な
ど
国
有
林

野
の
地
元
利
用
制
度
を
恩
恵
的
に
設
げ
、
他
方
で
は
農
民
に
国
有
林
の
保
護
義
務
・
造
林
事
業
へ
の
出
役
義
務
を
賦
課
し
、
そ
の
た

め
の
地
元
部
落
組
織
と
し
て
愛
林
団
・
薪
炭
生
産
組
合
・
森
林
労
働
組
合
な
ど
の
部
落
組
合
を
組
織
さ
せ
、
こ
れ
を
基
盤
と
し
て
国

有
林
の
経
営
を
展
開
し
た
。
｝
」
れ
と
と
も
に
官
行
研
伐
事
業
で
は
幕
藩
期
以
来
の
封
建
的
労
働
組
織
を
再
編
し
つ
っ
功
程
頭
制
度
．

庄
屋
制
度
・
杣
頭
制
度
な
ど
の
組
頭
制
度
が
捗
成
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
戦
前
期
の
国
有
林
業
は
、
植
民
地
で
は
バ
ル
プ
原
木
の
略
奪

的
生
産
を
展
開
し
っ
っ
、
内
地
で
は
軍
需
用
材
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
用
構
造
材
・
長
大
材
の
産
出
を
中
心
に
日
本
帝
国
主
義
の
原

木
需
要
の
基
幹
部
分
を
担
っ
て
き
た
。
ま
た
私
有
林
大
山
林
地
主
に
あ
っ
て
は
、
耕
地
に
お
け
る
寄
生
地
主
制
と
結
び
っ
き
っ
っ
、



焼
畑
．
採
草
．
放
牧
・
薪
炭
な
ど
林
野
利
用
を
め
ぐ
る
地
主
・
小
作
関
係
を
基
盤
と
し
て
賦
役
的
労
働
を
調
達
・
組
織
し
、
こ
れ
に

よ
っ
て
用
材
林
経
営
を
展
開
し
、
主
と
し
て
一
般
建
築
用
短
小
材
の
産
出
を
担
っ
て
き
た
。

　
戦
前
期
の
林
業
は
、
用
材
生
産
が
そ
の
比
重
を
高
め
っ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
な
お
薪
炭
材
生
産
が
支
配
的
で
あ
り
（
一
九
三
五
年

の
国
有
林
．
民
有
林
を
合
わ
せ
た
伐
採
材
積
は
五
七
七
〇
万
立
米
、
う
ち
用
材
三
二
％
、
薪
炭
材
六
八
％
）
、
民
有
林
に
お
い
て
は
圧
倒
的
な
比

重
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
う
ち
用
材
に
っ
い
て
は
一
般
建
築
用
が
、
薪
炭
材
に
つ
い
て
は
家
庭
燃
料
用
が
各
ヵ
大
宗
を
な
し
た
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
し
か
し
用
材
の
一
部
は
鉱
山
用
坑
木
・
鉄
道
用
枕
木
・
電
柱
・
船
舶
・
橋
梁
・
包
装
函
匁
ど
に
、
薪
炭
材

の
一
部
は
窯
業
．
醸
造
業
・
繊
維
工
業
・
金
属
工
業
・
化
学
工
業
な
ど
の
産
業
用
燃
料
と
し
て
使
用
さ
れ
、
こ
う
し
て
「
主
要
林
産

物
は
、
繊
維
と
軽
工
業
を
基
軸
と
す
る
当
時
の
産
業
構
造
に
と
っ
て
構
造
材
と
し
て
の
鉄
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
石
炭
の
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

々
を
補
充
す
る
も
の
と
し
て
－
－
・
…
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
」
。

　
幕
藩
期
に
す
で
に
商
品
化
し
て
い
た
木
炭
の
生
産
は
、
明
治
初
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
ま
で
日
本
資
本
主
義
の
発
展
と
と
も
に
大
き

く
発
展
し
た
。
そ
の
生
産
構
造
は
、
明
治
後
期
に
は
東
北
地
方
を
中
心
に
主
と
し
て
商
人
資
本
が
焼
子
（
１
１
「
債
務
奴
隷
的
生
産
者
」
）

を
用
い
て
行
な
う
大
型
事
業
製
炭
が
台
頭
し
た
が
、
第
一
次
大
戦
後
の
戦
後
恐
慌
を
契
機
と
し
て
養
蚕
に
か
わ
る
商
品
生
産
と
し
て

木
炭
生
産
が
全
国
山
村
に
拡
大
し
、
事
業
製
炭
に
か
わ
っ
て
木
炭
生
産
農
民
を
基
盤
と
し
、
こ
れ
に
高
利
貸
的
に
寄
生
す
る
形
態
の

「
仕
出
し
製
炭
」
（
１
１
問
屋
制
自
営
製
炭
）
が
展
開
し
た
。
こ
う
し
て
事
業
製
炭
が
分
解
し
、
自
営
製
炭
農
民
が
広
範
に
形
成
さ
れ
て
く

る
が
、
も
と
よ
り
そ
れ
は
独
立
自
営
農
民
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
が
原
木
資
金
な
ど
を
問
屋
か
ら
前
借
り
し
、
木
炭
の
納
入
に
よ

っ
て
償
還
す
る
場
合
に
前
期
的
収
奪
を
受
げ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
原
木
の
購
入
（
１
１
地
代
の
支
払
）
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
の

共
同
体
的
規
制
や
林
業
労
働
へ
の
出
役
義
務
な
ど
を
山
林
地
主
か
ら
課
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
性
格
は
寄
生
地
主
制
下
の
「
隷
農
的
自

　
　
　
戦
後
日
本
資
本
主
義
と
林
業
・
山
村
問
題
の
展
開
構
造
（
奥
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一
　
（
六
九
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
二
　
（
六
九
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

営
製
炭
者
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
戦
前
期
の
林
業
は
以
上
の
よ
う
に
、
国
有
林
１
１
地
主
経
営
に
よ
る
造
林
・
用
材
生
産
を
基
軸
と
し
、
民
有
林
に
お
げ
る
薪
状
生
産

１
１
寄
生
地
主
的
所
有
・
生
産
構
造
を
基
盤
と
し
て
、
総
じ
て
造
林
・
用
材
生
産
化
の
方
向
を
指
向
し
つ
つ
展
開
し
た
。

　
第
二
次
大
戦
の
敗
戦
に
よ
る
目
本
帝
国
主
義
の
崩
壊
は
、
林
業
・
山
村
に
も
激
甚
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
ま
ず
植
民
地
林
業
の

喪
失
（
戦
前
期
の
四
六
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
の
林
野
面
積
は
国
有
林
を
中
心
に
そ
の
四
六
％
を
失
っ
た
）
は
、
目
本
資
本
主
義
の
原
木
基
盤

を
一
挙
に
圧
縮
し
た
が
、
敗
戦
後
は
建
築
材
・
炭
鉱
用
坑
木
な
ど
復
興
材
需
要
が
激
増
す
る
一
方
、
戦
時
期
の
大
量
伐
採
と
造
林

放
棄
に
よ
っ
て
森
林
資
源
の
荒
廃
は
そ
の
極
に
瀕
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
戦
後
林
政
は
、
林
政
統
一
（
旧
内
地
国
有
林
．
御
料
林
．
北

海
道
国
有
林
の
統
合
）
と
因
有
林
野
事
業
特
別
会
計
制
度
の
創
設
（
一
九
四
七
年
）
に
よ
っ
て
国
有
林
経
営
再
建
の
軌
道
を
し
く
一
方
、

民
有
林
に
１
対
し
て
は
新
森
林
法
（
五
一
年
）
に
よ
っ
て
全
森
林
を
対
象
と
す
る
森
林
計
画
を
編
成
し
、
山
林
地
主
に
対
し
て
は
造
林
義

務
と
伐
採
制
限
を
課
す
る
と
と
も
に
森
林
組
合
を
通
じ
て
強
力
た
造
林
助
成
策
を
と
り
、
山
林
地
主
の
経
済
的
利
益
を
擁
護
し
っ
っ

森
林
資
源
の
復
旧
策
を
推
進
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
四
〇
年
代
後
半
に
実
施
さ
れ
た
農
地
改
革
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
民
主
化
政
策
は
、
林
業
．
山
村
に
も
激
甚
た

彰
響
を
お
よ
ぼ
し
た
。
農
地
改
革
は
林
野
所
有
と
結
び
つ
い
た
耕
地
の
寄
生
地
主
制
を
基
本
的
に
解
体
さ
せ
、
林
野
所
有
を
震
撞
さ

せ
た
が
、
こ
れ
は
労
働
運
動
の
解
放
な
ど
と
相
ま
っ
て
戦
後
山
村
杜
会
の
民
主
化
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た
。
ま
ず
国
有
林
で
は
、
賃

金
の
中
問
搾
取
・
遅
欠
配
、
食
料
・
衣
類
な
ど
物
資
不
足
の
中
で
戦
前
来
の
組
頭
制
度
に
反
対
し
て
伐
出
労
働
者
を
中
心
に
労
働
組

合
の
組
織
化
が
す
す
み
、
五
五
年
ま
で
に
全
林
野
労
働
組
合
の
結
成
を
基
盤
と
し
て
、
組
頭
制
度
に
か
わ
っ
て
班
長
制
度
と
直
営
．

直
用
制
度
を
主
内
容
と
す
る
雇
用
諸
関
係
の
一
定
の
「
近
代
化
」
が
達
成
さ
れ
た
。
ま
た
造
林
部
面
で
も
、
国
有
林
野
の
利
用
と
出



役
条
件
の
改
善
．
民
主
化
の
要
求
が
広
範
に
高
ま
り
、
国
有
林
野
法
の
改
正
（
五
一
年
）
を
契
機
と
し
て
”
恩
恵
と
義
務
〃
の
関
係
を

基
軸
と
す
る
各
種
地
元
施
設
制
度
と
部
落
組
合
は
「
土
地
利
用
の
高
度
化
」
と
「
地
元
生
活
の
福
祉
」
を
目
途
と
し
て
「
近
代
化
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
林
野
利
用
と
労
働
諸
条
件
の
「
近
代
化
」
は
、
民
有
林
の
伐
出
と
造
林
さ
ら
に
薪
炭
生
産
部
面
に
お
い

て
も
多
か
れ
少
な
か
れ
前
進
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
し
か
し
、
重
要
な
こ
と
は
農
地
改
革
が
耕
地
の
解
放
に
と
ど
ま
り
、
一
部
の
牧
野
・
未
墾
地
を
除
い
て
林
野
所
有
に
は
手
を
ふ
れ

た
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
山
村
に
お
げ
る
民
主
化
を
平
坦
農
村
に
比
し
て
は
る
か
に
不
徹
底
な
も
の
と
し
、
戦
前
来
の

半
封
建
的
諸
関
係
に
っ
い
て
も
少
な
く
と
も
民
有
林
の
薪
炭
生
産
お
よ
び
国
有
林
の
造
林
部
面
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
基
本
的
に
解
体

さ
れ
ぬ
ま
ま
に
五
五
年
以
降
の
「
高
度
成
長
」
期
に
入
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
諾
関
係
の
終
焉
は
「
高
度
成
長
」
下
に
お
げ
る
薪
炭

生
産
そ
の
も
の
の
解
体
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
た
し
か
に
、
農
地
改
革
後
一
定
の
高
揚
を
示
し
た
自

作
農
を
中
心
に
農
民
的
造
林
が
進
展
し
た
が
、
し
か
し
他
方
、
昭
和
戦
前
期
に
比
し
て
縮
小
し
た
薪
炭
生
産
は
と
り
も
な
お
さ
ず
農

民
的
林
野
利
用
の
後
退
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
て
林
業
．
山
村
は
「
高
度
成
長
」
期
の
起
点
に
立
つ
が
、
明
治
以
降
「
目
本
型
エ
ソ
ク
ロ
ジ
ュ
ア
ー
」
に
よ
っ
て
上
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

の
「
近
代
化
」
を
す
す
め
ら
れ
て
き
た
林
野
所
有
の
基
本
構
造
は
、
戦
後
に
お
い
て
も
変
革
さ
れ
ず
、
　
「
目
本
農
民
の
土
地
飢
麓
」

が
一
層
激
化
す
る
中
で
、
植
民
地
林
業
を
失
っ
た
紙
・
バ
ル
プ
産
業
を
は
じ
め
と
し
て
「
全
国
的
な
観
模
に
お
い
て
独
占
資
本
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

る
（
林
野
の
）
集
中
が
行
わ
れ
」
は
じ
め
て
お
り
、
こ
う
し
て
戦
後
高
度
蓄
積
期
の
林
業
・
山
村
は
、
戦
前
期
と
同
様
、
農
民
的
土
地

所
有
の
封
殺
の
上
に
、
独
占
資
本
の
支
配
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
に
よ
っ
て
再
編
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
山
崎
慎
吾
『
目
本
林
業
論
』
三
頁
。

　
　
　
戦
後
日
本
資
本
主
義
と
林
業
・
山
村
問
題
の
展
開
構
造
（
奥
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三
　
（
六
九
九
）



（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
四
　
（
七
〇
〇
）

　
井
上
晴
丸
「
農
地
改
革
と
民
主
主
義
革
命
の
形
態
」
（
山
田
盛
太
郎
編
『
変
革
期
に
お
げ
る
地
代
範
曉
』
所
収
）
二
六
六
頁
。

　
小
川
誠
「
目
本
資
本
主
義
と
林
業
」
（
『
農
林
統
計
調
査
』
一
九
七
〇
年
二
一
月
号
）
七
頁
。

　
木
炭
生
産
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
赤
羽
武
『
山
村
経
済
の
解
体
と
再
編
－
木
炭
生
産
の
構
造
と
そ
の
展
開
過
程
か
ら
ー
』
を
参
照
。

　
戦
後
、
民
有
林
に
お
げ
る
労
働
諸
関
係
の
「
近
代
化
」
に
つ
い
て
は
、
山
岡
亮
一
・
山
崎
武
雄
編
『
林
業
労
働
の
研
究
』
を
参
照
。

　
近
藤
康
男
「
林
野
的
土
地
所
有
と
目
本
農
業
」
（
『
経
済
評
論
』
一
九
五
六
年
一
〇
月
号
）
一
二
頁
。
な
お
、
後
者
の
土
地
集
中
に
つ
い

て
は
、
潮
見
俊
隆
編
『
目
本
林
業
と
山
村
杜
会
』
二
二
一
頁
以
下
を
も
参
照
。

二
　
「
高
度
成
長
」

下
に
お
げ
る
国
有
林
経
営
の
「
合
理
化
」

対
米
従
属
下
、
独
占
資
本
の
復
活
を
基
軸
と
し
て
復
興
し
た
目
本
資
本
主
義
は
、
五
〇
年
代
中
葉
か
ら
民
間
設
備
投
資
を
起
動
力

と
し
て
「
高
度
成
長
」
期
を
む
か
え
る
が
、
こ
の
「
投
資
が
投
資
を
呼
ぶ
」
資
本
蓄
積
過
程
は
原
材
料
の
一
環
で
あ
る
木
材
需
要
を

激
増
さ
せ
た
。
戦
後
の
用
材
需
要
量
は
、
復
興
材
需
要
を
中
心
に
す
で
に
五
一
年
に
敗
戦
前
の
ピ
ー
ク
を
こ
え
る
が
、
高
度
蓄
積
期

に
入
っ
て
需
要
量
は
建
築
材
・
紙
バ
ル
プ
原
木
を
中
心
に
五
五
年
の
四
五
〇
〇
万
立
米
か
ら
六
〇
年
の
五
七
〇
〇
万
立
米
、
七
〇
年

の
一
億
三
〇
〇
万
立
米
へ
と
激
増
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。

　
戦
後
の
林
業
・
山
村
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
こ
の
激
増
す
る
木
材
需
要
の
た
め
の
原
木
供
給
基
盤
と
し
て
再
編
成
さ
れ
る
が
、
第
二

次
大
戦
に
よ
っ
て
植
民
地
林
業
を
失
っ
た
独
占
資
本
は
、
そ
の
成
長
に
．
必
要
な
木
材
供
給
基
盤
を
さ
し
あ
た
り
国
内
既
存
の
森
林
資

源
に
求
め
る
他
た
く
、
経
団
連
「
新
林
業
政
策
に
関
す
る
意
見
」
（
五
八
年
）
に
象
徴
さ
れ
る
独
占
資
本
自
体
の
強
い
要
請
と
大
山
林

地
主
擁
護
の
体
制
の
下
で
、
ま
ず
国
有
林
の
増
伐
に
着
手
し
た
。

　
昭
和
二
〇
年
代
の
国
有
林
経
営
は
、
戦
時
期
「
軍
事
的
掠
奪
伐
採
」
の
後
、
四
〇
年
代
後
半
を
通
じ
て
木
材
価
格
統
制
と
新
た
な



独
立
採
算
制
の
下
で
独
占
資
本
の
復
興
材
需
要
を
担
い
、
森
林
資
源
の
保
続
と
特
別
会
計
収
支
の
矛
盾
の
問
で
慢
性
的
な
財
政
危
機

に
お
ち
入
っ
て
い
た
が
、
朝
鮮
戦
争
を
契
機
と
す
る
ア
メ
リ
ヵ
の
対
日
援
助
見
返
資
金
の
投
入
と
統
制
解
除
後
の
材
価
の
高
騰
に
助

げ
ら
れ
て
財
政
の
相
対
的
安
定
を
達
成
し
て
い
た
。
　
「
高
度
成
長
」
期
の
国
有
林
経
営
は
、
こ
う
し
て
五
〇
年
代
前
半
ま
で
独
占
本

位
の
体
制
整
備
を
受
げ
た
後
、
五
七
年
の
「
国
有
林
生
産
力
増
強
計
画
」
と
そ
れ
に
っ
づ
く
国
有
林
野
経
営
規
程
の
改
正
を
皮
切
り

に
、
史
上
未
曽
有
の
大
増
産
体
制
と
「
経
営
合
理
化
運
動
」
を
強
力
に
展
開
す
る
。

　
高
度
蓄
積
下
の
新
た
な
増
伐
Ｈ
「
合
理
化
」
計
画
は
、
Ｈ
奥
地
天
然
林
の
開
発
と
拡
大
造
林
・
短
伐
期
施
業
の
採
用
に
よ
る
「
期

待
成
長
量
」
の
増
大
、
お
よ
び
そ
れ
に
も
と
づ
く
標
準
伐
採
量
の
増
大
（
っ
ま
り
従
来
の
森
林
保
続
原
則
の
放
棄
に
よ
る
増
伐
）
・
Ｏ
新
た

な
「
経
営
計
画
区
」
に
よ
る
経
営
規
模
の
拡
大
と
大
面
積
一
斉
皆
伐
１
１
単
純
一
斉
造
林
の
採
用
（
っ
ポ
り
従
来
の
択
伐
１
１
天
然
更
新
を
主

と
す
る
小
面
積
施
業
の
放
棄
と
生
産
の
「
合
理
化
」
）
を
主
内
容
と
し
て
”
森
林
生
産
力
の
倍
増
〃
を
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
り
・
こ
の
実

施
に
よ
っ
て
年
問
伐
採
量
は
飛
躍
的
に
増
大
し
、
集
材
機
・
チ
エ
ソ
ソ
ー
を
基
軸
と
す
る
生
産
過
程
の
機
械
化
・
「
合
理
化
」
は
す

さ
ま
じ
く
進
展
し
た
。
こ
の
方
向
は
「
国
民
所
得
倍
増
計
画
」
下
の
「
木
材
増
産
計
画
」
（
六
一
年
）
に
よ
っ
て
一
段
と
強
化
さ
れ
・

用
材
年
伐
量
は
五
五
年
の
一
一
〇
〇
万
立
米
か
ら
六
〇
年
の
一
五
〇
〇
万
立
米
、
六
五
年
の
二
一
〇
〇
万
立
米
へ
と
倍
増
し
、
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

し
て
国
有
林
の
現
実
成
長
量
の
二
倍
近
い
大
増
伐
が
強
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
国
有
林
経
営
の
増
伐
．
「
合
理
化
」
の
体
制
は
、
大
き
な
問
題
を
は
ら
み
、
激
し
い
矛
盾
を
生
み
だ
し
っ
っ
展
開
し
た
・
第
一
に

紙
．
バ
ル
プ
独
占
資
本
を
は
じ
め
と
す
る
木
材
関
連
大
資
本
の
国
有
林
経
営
へ
の
吸
着
、
零
林
経
営
か
ら
の
収
奪
が
格
段
に
強
ま

っ
た
。
木
材
の
増
伐
は
国
有
林
の
直
営
生
産
事
業
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
も
っ
ぽ
ら
立
木
販
売
の
形
態
で
展
開
さ
れ
た
が
（
国
有
林

全
伐
採
量
に
・
占
め
る
立
木
処
分
量
の
比
率
は
、
六
四
年
に
は
七
割
に
た
つ
し
た
）
、
紙
・
バ
ル
プ
独
占
資
本
は
こ
の
立
木
販
売
市
場
の
基
幹

　
　
　
戦
後
日
本
資
本
主
義
と
林
業
山
村
問
題
の
展
開
構
造
（
奥
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
五
　
（
七
〇
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
六
　
（
七
〇
二
）

部
分
を
制
覇
し
・
随
意
契
約
と
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
”
特
権
的
安
売
り
〃
の
体
制
化
を
基
軸
と
し
て
木
材
市
場
を
再
編
し
た
。
こ

と
に
ー
北
海
遣
に
お
い
て
は
「
立
木
処
分
の
う
ち
、
指
名
、
随
契
に
よ
る
特
売
処
分
は
八
、
九
割
に
及
ぶ
が
、
こ
の
う
ち
バ
ル
プ
材
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

特
売
処
分
は
昭
和
三
三
年
の
三
菱
か
ら
四
〇
年
の
五
〇
を
増
大
し
て
一
盲
、
国
有
林
材
の
需
給
．
販
路
．
価
格
は
事
実
上
、

紙
．
バ
ル
プ
各
杜
の
協
定
に
よ
一
て
動
か
さ
れ
て
い
る
。
、
紙
・
バ
ル
プ
独
占
資
本
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
市
場
の
再
編
過
程
は
、
と
り

も
た
お
さ
ず
木
材
関
連
中
小
企
業
が
整
理
・
再
編
さ
れ
る
過
程
で
あ
り
、
ま
た
バ
ル
プ
原
木
基
盤
の
広
葉
樹
材
へ
の
拡
大
に
よ
っ
て

薪
炭
生
産
農
民
が
国
有
林
野
利
用
か
ら
放
逐
さ
れ
る
過
程
で
あ
っ
た
。

第
二
竃
家
独
占
資
本
主
義
の
財
政
「
合
理
化
一
に
よ
る
国
有
林
野
嚢
特
別
会
計
か
ら
の
財
政
的
収
奪
も
無
視
す
る
こ
と
が
で
．

き
な
い
。
五
八
年
「
生
産
力
増
強
計
画
」
実
施
の
年
、
第
三
八
国
会
に
お
け
る
分
収
造
林
特
別
措
置
法
の
付
帯
決
議
と
し
て
「
国
有

林
は
さ
ら
に
経
営
の
改
善
に
っ
と
め
る
と
と
も
に
－
そ
の
資
金
と
組
織
を
活
用
し
、
民
有
林
の
生
産
力
増
強
に
対
し
積
極
的
に
寄
与
す

る
一
こ
と
と
さ
れ
・
以
後
「
林
政
協
力
費
一
と
し
て
利
益
余
剰
金
の
二
分
の
一
竺
般
会
計
繰
入
．
森
林
開
発
公
団
等
へ
の
出
資
．

治
山
事
業
奮
に
用
い
る
こ
と
に
な
一
た
こ
と
は
、
本
来
一
般
会
計
で
負
担
す
べ
き
費
用
を
こ
の
会
計
に
転
嫁
す
る
国
家
独
占
資

本
主
義
的
「
合
理
化
一
を
意
味
す
る
と
と
乏
、
「
署
林
の
掠
奪
の
う
え
に
た
つ
て
民
有
林
行
政
、
っ
ま
り
山
林
地
主
保
護
政
策

を
推
進
す
竺
も
の
猛
奮
な
い
・
五
九
年
か
ら
七
〇
年
ま
で
の
「
林
政
協
力
費
一
は
総
額
五
八
○
億
円
余
、
こ
の
よ
う
爵
政

的
収
奪
は
さ
き
隻
た
紙
・
バ
ル
プ
独
占
資
本
に
よ
る
収
奪
と
と
芝
国
有
林
の
増
伐
を
一
層
促
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
六
〇

年
代
後
半
以
降
の
国
有
林
の
「
財
政
危
機
」
の
重
大
な
要
因
を
た
し
て
い
る
。

　
第
三
に
国
有
林
の
増
伐
・
「
合
理
化
」
は
、
右
の
よ
う
た
収
奪
・
掠
奪
と
う
ら
は
ら
に
広
範
た
自
然
の
荒
廃
と
環
境
破
壌
を
も
た

ら
し
た
・
成
長
量
の
二
倍
に
お
よ
ぶ
未
曽
有
の
過
伐
と
造
林
の
伸
び
悩
み
は
必
然
的
に
森
林
資
源
の
荒
廃
を
も
た
ら
し
た
が
、
こ
の



こ
と
は
”
安
上
り
林
道
〃
の
開
設
を
基
盤
と
す
る
大
面
積
一
斉
皆
伐
・
除
草
剤
散
布
・
”
手
ぬ
き
造
林
〃
な
ど
「
合
理
化
」
施
業
の

展
開
と
相
ま
っ
て
自
然
破
壊
（
奥
秩
父
．
日
光
．
屋
久
島
な
ど
）
・
森
林
生
態
の
破
壊
・
山
地
水
害
（
羽
越
水
害
な
ど
）
・
水
質
汚
染
な
ど

の
自
然
環
境
汚
染
等
々
、
総
じ
て
自
然
と
国
土
の
荒
廃
を
促
進
し
た
。
こ
の
よ
う
な
自
然
破
壊
が
六
〇
年
代
後
半
に
入
っ
て
、
広
範

た
国
民
の
告
発
を
受
げ
た
こ
と
は
す
で
に
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
第
四
に
国
有
林
の
増
伐
．
「
合
理
化
」
は
、
生
産
過
程
で
は
労
働
者
・
農
景
に
対
す
る
徹
底
的
な
搾
敢
の
強
化
と
人
員
整
理
の
過

程
と
し
て
進
行
し
た
。
　
「
高
度
成
長
」
期
の
国
有
林
経
営
は
、
第
二
次
大
戦
期
に
お
げ
る
戦
時
労
務
体
制
下
の
一
定
の
「
近
代
化
」

を
前
史
と
し
、
戦
後
五
五
年
ま
で
の
労
働
者
に
よ
る
下
か
ら
の
民
主
化
運
動
と
上
か
ら
の
「
近
代
化
」
に
よ
る
労
使
諸
関
係
の
「
近

代
化
」
（
組
頭
制
度
の
解
体
と
班
長
制
度
、
直
営
．
直
用
制
度
の
創
設
）
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の
か
ぎ
り
戦
前
期
地
主
経
営
の
一
定
の
「
近

代
化
」
を
基
礎
と
し
て
始
動
し
た
。
し
か
し
、
ま
ず
重
要
な
こ
と
は
、
増
産
体
制
の
展
開
は
立
木
処
分
を
激
増
さ
せ
、
そ
れ
に
ょ

っ
て
国
有
林
材
生
産
の
圧
倒
的
部
分
を
民
問
在
来
の
よ
り
遅
れ
た
、
よ
り
劣
悪
な
労
働
諾
関
係
・
諸
条
件
に
依
存
し
た
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
か
ぎ
り
「
高
度
成
長
」
期
の
国
有
林
経
営
は
国
家
独
占
資
本
主
義
的
寄
生
性
を
大
き
く
強
め
た
も
の
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら
な

い
。

　
直
営
事
業
に
お
け
る
「
合
理
化
」
は
、
林
道
開
設
を
基
盤
と
し
、
常
用
・
定
期
作
業
員
を
基
幹
労
働
力
と
し
て
、
伐
出
過
程
で
は

チ
ェ
ソ
ソ
ー
．
大
型
集
材
機
の
導
入
な
ど
、
育
林
過
程
で
は
刈
払
機
・
除
草
剤
の
導
入
な
ど
、
大
面
積
一
斉
皆
伐
１
１
一
斉
造
林
を
基

礎
と
す
る
生
産
過
程
の
機
械
化
．
省
力
化
・
シ
ス
テ
ム
化
と
し
て
、
生
産
の
様
相
を
一
変
さ
せ
つ
つ
急
激
に
展
開
さ
れ
た
。
同
時
に

目
標
管
理
な
ど
管
理
組
織
が
「
合
理
化
」
さ
れ
、
班
長
制
度
の
再
編
と
研
修
制
度
な
ど
労
務
管
理
の
強
化
、
功
程
管
理
の
厳
密
化
が

推
進
さ
れ
、
こ
う
し
て
労
働
「
生
産
性
」
を
急
速
に
上
昇
さ
せ
つ
つ
、
労
働
の
強
度
を
い
ち
じ
る
し
く
高
め
、
出
来
高
賃
金
制
下
で

　
　
　
戦
後
目
本
資
本
主
義
と
林
業
．
山
村
間
題
の
展
開
構
造
（
奥
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七
　
（
七
〇
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八
　
（
七
〇
四
）

低
賃
金
水
準
を
固
定
化
し
、
　
「
振
動
障
害
」
（
白
ろ
う
病
）
・
動
力
運
転
災
害
な
ど
を
激
発
さ
せ
、
森
林
と
自
然
を
広
範
に
破
壌
し
つ

っ
・
労
働
者
の
配
置
転
換
と
大
量
の
人
員
整
理
が
強
行
さ
れ
た
。
国
有
林
野
事
業
に
従
事
す
る
作
業
員
は
伐
出
、
育
林
両
部
面
合
わ

せ
て
・
六
〇
年
の
延
二
三
〇
〇
万
人
余
か
ら
七
〇
年
の
一
〇
〇
〇
万
人
余
へ
と
、
月
雇
．
旦
雇
作
業
員
を
中
心
に
約
六
割
が
整
理
さ

れ
て
い
る
・
直
営
事
業
の
「
合
理
化
」
は
、
こ
の
よ
う
た
彩
で
雇
用
の
「
通
年
化
．
安
定
化
」
な
ど
労
使
関
係
の
「
近
代
化
」
を
推

進
し
つ
つ
・
作
業
員
の
圧
倒
的
部
分
を
占
め
る
大
量
の
労
働
者
・
農
民
を
整
理
し
、
造
林
作
業
請
負
や
各
種
の
山
村
旦
雇
へ
の
転
落

と
都
市
へ
の
出
稼
ぎ
・
離
村
を
促
進
し
た
。
七
一
年
の
国
有
林
野
事
業
作
業
員
総
数
七
万
七
千
人
余
、
う
ち
常
用
作
業
員
二
一
％
、

定
期
作
業
員
は
二
五
劣
で
あ
り
、
現
在
な
お
作
業
員
の
過
半
数
は
臨
時
作
業
員
で
あ
る
。

　
国
有
林
経
営
の
「
合
理
化
」
は
、
他
方
で
は
、
旧
来
の
部
落
組
合
た
ど
低
賃
金
基
盤
の
新
た
た
再
編
成
を
と
も
淀
い
つ
つ
、
機
械

化
が
困
難
た
造
林
事
業
の
請
負
化
と
し
て
展
開
し
た
。
戦
前
来
の
部
落
組
合
は
、
戦
後
に
・
お
げ
る
一
定
の
「
近
代
化
」
の
後
、
五
〇
年

代
後
半
か
ら
の
薪
炭
生
産
の
全
面
的
崩
壌
の
過
程
で
薪
炭
生
産
組
織
１
１
半
封
建
的
国
有
林
野
利
用
組
織
と
し
て
は
解
体
し
て
い
く
が
、

六
〇
年
以
降
本
格
化
し
た
造
林
事
業
の
講
負
化
は
、
さ
き
に
ー
み
た
直
営
事
業
か
ら
排
出
さ
れ
た
地
元
農
民
．
山
村
労
働
者
と
薪
炭
生

産
の
崩
壌
に
よ
っ
て
新
た
に
析
出
さ
れ
て
く
る
農
民
の
労
働
力
と
を
、
主
と
し
て
部
落
組
合
の
作
業
請
負
組
織
と
し
て
の
再
編
成
を

通
じ
て
再
組
織
し
つ
っ
展
開
し
た
。
現
在
、
造
林
事
業
の
請
負
化
は
総
事
業
量
の
五
〇
～
六
〇
乏
の
ぽ
一
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

旧
い
部
落
諾
関
係
と
最
低
の
賃
金
水
準
、
杜
会
保
腎
欠
除
を
基
盤
と
し
て
農
民
の
裸
の
労
働
力
の
長
宙
労
働
が
未
だ
支
配
的
で

あ
り
・
作
業
請
負
代
金
の
徹
底
的
な
節
減
に
よ
１
る
”
手
ぬ
き
施
業
〃
が
一
般
化
し
、
こ
こ
で
嘉
林
の
藻
が
目
立
た
な
い
形
で
進

　
　
　
　
（
１
０
）

行
Ｌ
て
い
る
。

　
　
「
高
度
成
長
」
下
の
国
有
林
経
営
は
、
こ
う
し
て
紙
・
パ
ル
ブ
を
は
じ
め
と
す
る
独
占
資
本
の
た
め
に
低
材
価
に
ょ
る
原
木
の
大



‘

’
量
供
給
を
行
な
い
、
大
山
林
地
主
を
擁
護
し
っ
つ
、
他
面
で
は
労
働
強
化
・
低
賃
金
・
労
働
災
害
・
配
置
転
換
・
人
員
整
理
な
ど
労

働
者
を
窮
乏
化
さ
せ
、
因
有
林
野
利
用
か
ら
農
民
を
緒
め
出
し
、
新
た
な
低
賃
金
基
盤
と
し
て
１
再
編
し
、
中
小
木
材
業
老
の
経
営
を
－

圧
迫
し
、
森
林
資
源
を
広
範
に
荒
廃
さ
せ
つ
っ
展
開
し
た
。
国
有
林
経
営
は
、
こ
の
過
程
を
通
じ
て
ほ
ぽ
六
〇
年
代
中
葉
ま
で
に
戦

前
来
の
地
主
経
営
の
資
本
主
義
化
を
達
成
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
過
程
は
薪
炭
生
産
の
崩
壊
に
と
も
な
う
部
落
組
合
の
解
体
と
再
編
・

労
働
者
。
農
民
の
大
量
の
人
員
整
理
と
新
た
な
低
賃
金
基
盤
の
再
編
、
立
木
処
分
の
増
大
に
よ
る
民
間
の
よ
り
遅
れ
た
労
働
諸
関
係

へ
の
依
存
の
増
大
を
広
範
に
と
も
な
い
つ
っ
推
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
家
独
占
資
本
主
義
的
林
野
経
営
の
ま
さ
に
国
家
独
占
資

本
主
義
的
寄
生
性
を
大
き
く
強
め
た
過
程
に
他
な
ら
な
い
。

　
林
野
庁
を
頂
点
と
し
、
全
国
一
四
営
林
局
、
三
五
〇
営
林
署
、
定
員
内
職
員
約
三
万
九
千
人
、
作
業
員
七
万
七
千
人
、
特
別
会
計

制
度
の
下
で
運
営
さ
れ
て
い
る
国
有
林
野
事
業
経
営
は
、
六
〇
年
代
中
葉
以
降
「
財
政
危
機
」
に
直
面
し
、
中
央
森
林
審
議
会
の

「
国
有
林
野
事
業
の
役
割
り
と
経
営
の
あ
り
方
に
関
す
る
答
申
」
（
六
五
年
）
以
降
、
経
営
部
門
の
「
公
杜
」
化
、
さ
ら
に
は
民
営
化

が
独
占
資
本
の
新
た
な
方
針
と
し
て
諾
施
策
の
大
き
改
底
流
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
方
向
は
ど
の
よ
う
な
形
態
に

し
ろ
、
新
た
な
経
営
「
合
理
化
」
を
必
然
化
し
、
右
に
み
た
よ
う
な
諸
矛
盾
を
一
層
拡
大
し
、
新
た
な
「
危
機
」
を
一
層
激
化
さ
せ

る
の
み
で
あ
る
。

（
７
）

（
８
）

（
９
）

　
鷲
尾
良
司
「
国
有
林
野
論
　
　
戦
後
国
有
林
野
経
営
の
展
開
過
程
　
　
」
（
塩
谷
勉
・
黒
田
迫
夫
編
『
林
業
の
展
開
と
山
村
経
済
』
所

収
）
二
六
八
頁
の
付
図
を
参
照
。

　
有
永
明
人
．
石
井
寛
「
国
有
林
経
営
を
め
ぐ
る
二
つ
の
道
」
（
『
農
林
統
計
調
査
』
一
九
七
〇
年
二
一
月
号
）
二
二
頁
・

　
森
巌
夫
「
戦
後
に
お
げ
る
国
有
林
野
経
営
の
展
開
構
造
」
（
斉
藤
晴
造
・
菅
野
俊
作
編
著
『
資
本
主
義
の
農
業
問
題
』
所
収
）
二
五
七

頁
。戦

後
日
本
資
本
主
義
と
林
業
．
山
村
問
題
の
展
開
構
造
（
奥
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
　
（
七
〇
五
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

（
１
０
）
　
拙
稿
「
林
業
労
働
の
現
段
階
」
（
『
林
業
経
済
』
一
九
七
一
年
七
月
号
）
を
参
照
。

一
五
〇
　
（
七
〇
六
）

　
　
　
　
　
三
　
「
高
度
成
長
」
下
に
お
げ
る
民
有
林
業
の
解
体
と
再
編

　
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
高
度
蓄
積
は
五
〇
年
代
中
葉
以
降
、
重
化
学
工
業
を
基
軸
と
し
て
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
を
中
心
に
生
産
の

集
積
・
集
中
を
行
な
っ
た
が
、
こ
の
過
程
は
と
り
も
な
お
さ
ず
農
・
漁
業
お
よ
び
林
業
が
、
わ
げ
て
も
民
有
林
業
が
広
範
に
停
滞
し
、

解
体
す
る
過
程
で
あ
っ
た
。
こ
の
民
有
林
業
の
停
滞
・
解
体
の
第
一
段
階
は
五
〇
年
代
中
葉
以
降
の
・
”
燃
料
革
命
〃
に
よ
る
薪
炭
生

産
の
崩
壊
で
あ
り
、
第
二
段
階
は
六
〇
年
代
初
頭
以
降
の
わ
が
国
木
材
供
給
基
盤
の
外
材
へ
の
依
存
政
策
に
１
よ
る
用
材
林
業
の
衰
退

で
あ
り
、
こ
う
し
て
林
業
・
山
村
は
大
き
く
衰
退
し
て
い
く
。
六
〇
年
代
中
葉
に
は
じ
ま
る
「
高
度
成
長
」
政
策
の
一
環
と
し
て
の

　
「
基
本
法
」
林
政
は
、
こ
の
よ
う
た
林
業
・
山
村
に
対
す
る
国
家
独
占
資
本
主
義
的
再
編
成
で
あ
り
、
個
別
経
営
の
衰
退
を
基
盤
と

し
て
新
た
な
生
産
組
織
と
し
て
の
森
林
組
合
が
登
場
し
、
こ
れ
を
基
軸
と
し
て
民
有
林
業
の
再
編
が
推
進
さ
れ
て
い
く
。

　
０
Ｄ
　
薪
炭
生
産
の
崩
壌
と
外
材
体
制
へ
の
移
行
に
よ
る
国
内
林
業
の
衰
退

　
対
米
従
属
下
の
「
高
度
成
長
」
は
、
そ
の
原
燃
料
の
石
油
へ
の
急
激
な
転
換
を
基
礎
と
し
て
展
開
し
、
そ
の
”
燃
料
革
命
〃
に
よ

、
っ
て
石
炭
産
業
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
化
し
た
が
、
同
時
に
そ
れ
は
林
業
・
山
村
に
お
い
て
は
戦
前
来
の
農
民
的
薪
炭
生
産
を
急
激
に
解
体

さ
せ
た
。
五
〇
年
代
中
葉
以
降
、
プ
ロ
バ
ソ
ガ
ス
・
灯
油
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
出
現
と
普
及
は
薪
炭

材
需
要
の
大
宗
で
あ
っ
た
家
庭
用
燃
料
に
お
い
て
も
”
燃
料
革
命
〃
を
お
し
す
す
め
、
山
村
農
民
は
最
大
の
現
金
収
入
源
で
あ
る
薪

炭
生
産
の
販
路
を
奪
わ
れ
て
い
く
。
加
え
て
戦
後
大
き
く
発
展
し
て
き
た
紙
・
パ
ル
プ
産
業
は
技
術
革
新
に
よ
っ
て
パ
ル
プ
原
木
の

■



針
葉
樹
か
ら
広
葉
樹
へ
の
転
換
を
開
始
し
て
お
り
、
さ
ら
に
拡
大
造
林
の
進
展
に
よ
る
里
山
薪
炭
林
の
人
工
林
化
も
加
わ
っ
て
、
農

民
的
薪
炭
生
産
は
販
路
と
原
木
基
盤
の
双
方
か
ら
狭
撃
さ
れ
て
ほ
ぽ
五
五
年
を
境
と
し
て
大
き
く
崩
壊
す
る
。

　
戦
前
期
の
林
業
な
か
ん
ず
く
民
有
林
業
の
大
宗
を
な
し
た
薪
炭
生
産
は
こ
う
し
て
崩
壊
し
、
　
「
従
来
生
産
地
で
あ
る
山
村
か
ら
消

費
地
の
大
都
市
へ
と
っ
な
が
っ
て
い
た
木
炭
の
流
通
経
路
は
、
今
度
は
逆
に
、
大
都
市
の
独
占
資
本
の
燃
料
を
農
山
村
市
場
に
お
く

り
こ
む
流
通
経
路
に
転
化
し
、
山
村
の
零
細
な
生
産
老
を
零
落
せ
し
め
な
が
ら
、
彼
ら
を
独
占
資
本
の
商
品
の
消
費
老
に
転
化
さ

（
１
１
）せ

」
た
が
、
こ
の
過
程
は
何
よ
り
も
ま
ず
農
民
が
旧
来
の
林
野
利
用
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
過
程
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
い
ま
国
有
林

．
民
有
林
を
合
わ
せ
た
薪
炭
林
の
伐
採
材
積
と
そ
の
総
伐
採
材
積
に
占
め
る
比
重
の
推
移
を
み
る
と
、
戦
前
期
三
五
年
の
三
九
〇
〇

万
立
米
（
六
八
％
）
か
ら
戦
後
五
一
年
に
は
三
二
〇
〇
万
立
米
（
四
一
％
）
へ
と
用
材
生
産
の
進
展
に
よ
っ
て
そ
の
比
重
を
減
じ
て
い
る

が
、
そ
の
後
は
六
〇
年
の
一
七
〇
〇
万
立
米
（
二
三
％
）
、
六
五
年
の
一
〇
〇
〇
万
立
米
（
；
勇
）
へ
と
絶
対
的
に
も
相
対
的
に
も

激
減
し
て
い
る
。
こ
の
過
程
は
、
国
有
林
の
半
封
建
的
土
地
利
用
組
織
と
し
て
の
部
落
組
合
の
解
体
過
程
で
あ
る
と
と
も
に
、
戦
前

来
の
寄
生
地
主
制
下
の
「
隷
農
的
自
営
製
炭
者
」
の
全
面
的
解
体
過
程
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
薪
炭
生
産
農
氏
の
戦

前
来
の
林
野
利
用
か
ら
の
放
逐
過
程
に
他
な
ら
ず
、
こ
う
し
て
彼
ら
は
土
建
旦
展
・
林
業
旦
雇
・
都
市
土
建
業
へ
の
出
稼
へ
と
分
解

し
て
い
く
。
半
封
建
的
生
産
構
造
の
解
体
は
、
農
業
に
あ
っ
て
は
農
地
改
革
後
の
農
業
生
産
力
の
一
定
の
発
展
を
含
め
て
農
民
的
土

地
利
用
の
前
進
を
も
た
ら
し
た
が
、
林
業
に
あ
っ
て
は
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
農
民
的
土
地
利
用
の
絶
対
的
後
退
で
あ
り
、
山
村
農
民
の

構
造
的
な
「
土
地
飢
饅
」
を
一
層
激
化
さ
せ
つ
つ
農
民
的
存
立
そ
の
も
の
を
解
体
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
薪
炭
生
産
の
崩
壌
は
、
こ
う
し
て
山
村
農
民
の
労
働
力
流
動
化
の
最
初
の
動
因
と
な
る
が
、
六
〇
年
代
に
入
る
と
さ
ら
に
山
村
農

民
の
岸
細
農
業
が
商
品
化
の
波
に
洗
わ
れ
、
貿
易
自
由
化
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
余
剰
農
産
物
１
の
輸
入
増
大
と
も
関
連
し
て
麦
・
豆
な
ど

　
　
　
戦
後
日
本
資
本
主
義
と
林
業
・
山
村
問
題
の
展
開
構
造
（
奥
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一
　
（
七
〇
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二
　
（
七
〇
八
）

商
品
畑
作
物
が
衰
退
さ
せ
ら
れ
、
い
も
・
雑
穀
た
ど
自
給
的
畑
作
物
も
駆
逐
さ
れ
て
、
山
村
農
民
の
経
営
は
解
体
の
度
を
深
め
、
農

民
の
労
働
力
は
一
層
流
動
化
す
る
。
六
〇
年
の
林
家
数
は
約
二
七
一
万
戸
、
そ
の
九
一
％
は
林
地
規
模
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
で
あ
り
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
農
民
で
あ
り
、
ま
た
農
・
山
村
労
働
者
で
あ
る
が
、
こ
の
農
民
層
の
労
働
カ
の
流
動
化
と
都
市
へ
の
流
出
、
山
村

の
「
過
疎
化
」
が
そ
の
後
大
き
く
進
行
す
る
。

　
林
業
・
山
村
の
解
体
は
、
六
〇
年
代
初
頭
以
降
の
外
材
輸
入
に
と
も
な
う
用
材
林
業
の
衰
退
に
よ
っ
て
一
段
と
促
進
ざ
れ
た
。

「
国
民
所
得
倍
増
計
画
」
に
は
じ
ま
る
「
高
度
成
長
」
政
策
は
、
経
済
の
重
化
学
工
業
化
と
独
占
強
化
さ
ら
に
軍
事
化
を
め
ざ
す
新

た
な
産
業
体
制
の
整
備
を
目
標
と
し
、
っ
ぎ
の
よ
う
な
諸
政
策
、
Ｈ
鉄
鋼
・
自
動
車
・
石
油
化
学
な
ど
重
化
学
工
業
を
中
心
と
す
る

太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
へ
の
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
建
設
と
全
国
的
規
模
で
の
港
湾
・
自
動
車
道
路
網
の
整
備
、
ｏ
労
働
力
流
動
化
政
策
に
よ

る
都
市
へ
の
人
口
集
中
と
独
占
へ
の
労
働
力
集
中
、
臼
中
小
企
業
・
農
林
漁
業
た
ど
非
独
占
部
門
の
「
構
造
改
善
」
１
１
構
造
政
策
を

　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

と
も
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
政
策
は
林
業
・
山
村
に
か
か
わ
っ
て
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
外
材
輸
入
政
策
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
農
業

の
「
基
本
対
策
」
が
農
地
改
革
後
一
〇
年
を
経
て
米
の
自
給
体
制
が
ほ
ぼ
確
立
し
た
と
し
て
「
食
糧
増
産
政
策
か
ら
の
転
換
を
志
向

し
た
の
に
対
し
て
、
林
業
で
は
五
〇
年
代
を
通
じ
て
の
バ
ル
プ
用
材
を
は
じ
め
と
す
る
木
材
需
要
の
激
増
と
材
価
の
高
騰
は
六
〇
年

代
初
頭
に
一
極
点
に
た
っ
し
て
い
た
。

　
こ
う
し
て
「
木
材
価
格
安
定
緊
急
対
策
」
（
六
一
年
）
を
契
機
と
し
て
独
占
資
本
の
木
材
政
策
は
、
国
内
の
木
材
増
産
政
策
と
外
材

依
存
政
策
に
二
元
化
し
、
政
府
は
「
港
湾
整
備
緊
急
措
置
法
」
（
六
一
年
）
に
も
と
づ
く
大
規
模
た
公
共
投
資
に
よ
っ
て
港
湾
．
臨
海

木
材
工
業
団
地
・
木
材
流
通
団
地
を
開
発
整
備
し
つ
つ
、
商
杜
に
よ
る
外
材
の
大
量
輸
入
を
促
進
し
た
。
以
来
十
年
、
目
商
岩
井
．

丸
紅
飯
田
・
三
井
物
産
・
三
菱
商
事
な
ど
大
手
総
合
商
杜
に
よ
る
輸
入
競
争
は
激
烈
を
き
わ
め
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ソ
ド
ネ
シ
ァ
か



ら
の
輸
入
を
中
心
に
輸
入
量
は
六
〇
年
の
七
七
〇
万
立
米
か
ら
七
〇
年
の
五
六
八
○
万
立
米
へ
と
七
倍
以
上
に
激
増
し
た
。
現
在
、

外
材
輸
入
額
は
石
油
に
つ
い
で
第
二
位
を
占
め
、
木
材
の
輸
入
依
存
度
は
六
〇
年
の
一
一
％
か
ら
七
〇
年
の
五
四
％
へ
と
著
増
し
、

そ
の
輸
入
量
は
世
界
の
丸
太
輸
入
総
量
の
半
ぼ
近
く
に
た
っ
し
て
い
る
。
こ
の
過
程
で
大
手
総
合
商
杜
は
、
国
内
的
に
は
六
〇
に
の

ぽ
る
臨
海
木
材
工
業
団
地
、
木
材
流
通
団
地
の
造
成
を
基
盤
と
し
て
製
材
工
場
・
合
板
工
場
・
木
材
業
者
を
系
列
化
し
、
国
内
市
場

の
再
編
と
価
格
支
配
を
す
す
め
る
一
方
、
最
近
で
は
紙
・
バ
ル
プ
資
本
と
と
も
に
東
南
ア
ジ
ァ
を
中
心
に
”
開
発
輸
入
〃
を
お
し
す

す
め
て
い
る
。

　
六
〇
年
代
を
通
じ
て
急
展
開
す
る
原
木
基
盤
の
外
材
へ
の
依
存
政
策
は
、
当
然
、
国
内
林
業
に
激
甚
な
打
撃
を
与
え
た
。
ま
ず
総

合
商
杜
に
よ
る
臨
海
工
業
地
帯
に
お
げ
る
製
材
工
場
の
系
列
化
を
基
軸
と
す
る
木
材
市
場
の
再
編
と
流
通
支
配
は
、
内
陸
部
山
村
に

お
け
る
国
産
材
専
門
の
零
細
素
材
業
者
（
大
部
分
は
農
民
の
兼
業
）
・
零
細
製
材
工
場
の
半
数
近
く
を
没
落
さ
せ
た
。
そ
れ
と
と
も
に

民
有
林
の
伐
採
材
積
ザ
六
〇
年
の
五
五
〇
〇
万
立
米
か
ら
七
〇
年
の
四
五
〇
〇
万
立
米
へ
と
二
〇
％
減
少
し
、
人
工
造
林
面
積
も
公

団
．
公
杜
造
林
の
拡
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
六
〇
年
の
三
二
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
七
〇
年
の
二
七
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
ヘ
と
一
五
％
減
少
し
、

さ
ら
に
問
伐
や
保
育
の
放
棄
が
す
す
み
、
こ
と
に
六
〇
年
代
後
半
以
降
農
・
漁
業
と
異
な
っ
て
林
業
で
は
生
産
水
準
の
絶
対
的
減
退

が
大
き
く
進
行
し
た
。

　
こ
の
中
で
山
村
農
民
お
よ
び
林
家
の
経
営
は
大
き
く
分
解
し
た
。
ま
ず
林
地
規
模
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
零
細
林
家
層
は
、
六
〇

年
の
二
四
五
万
戸
か
ら
七
〇
年
の
二
二
七
万
戸
（
総
林
家
数
の
八
九
％
）
へ
と
七
％
減
少
し
た
。
こ
の
層
は
五
〇
年
代
後
半
か
ら
若
年

労
働
力
は
都
市
に
流
出
し
、
世
帯
主
は
土
木
・
林
業
・
都
市
建
設
業
へ
の
出
稼
な
ど
へ
と
流
動
化
を
深
め
て
き
た
が
、
「
総
合
農
政
」

下
七
〇
年
か
ら
の
稲
作
減
反
は
こ
の
傾
向
を
さ
ら
に
促
進
し
て
い
る
。
林
地
規
模
五
～
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
小
規
模
林
家
層
は
六
〇

　
　
　
戦
後
日
本
資
本
主
義
と
林
業
・
山
村
問
題
の
展
開
構
造
（
奥
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
三
　
（
七
〇
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
四
　
（
七
一
〇
）

～
七
〇
年
に
一
二
％
増
加
し
て
現
在
二
四
万
戸
（
総
林
家
数
の
一
〇
％
）
で
あ
る
が
、
こ
の
層
も
広
範
に
ー
分
解
し
賃
労
働
者
化
し
て
い

る
・
こ
か
層
は
・
五
〇
年
代
を
通
じ
て
戦
後
人
工
造
林
発
展
の
中
核
的
担
い
手
と
し
て
前
進
し
、
「
林
業
の
基
本
問
題
と
基
本
対
策
」

（
六
〇
年
）
で
も
「
家
族
経
営
的
林
業
」
の
担
い
手
と
し
て
そ
の
育
成
が
提
唱
さ
れ
た
が
、
六
〇
年
代
を
通
じ
て
そ
の
地
位
か
ら
決
定

的
に
転
落
し
、
分
解
基
軸
は
い
ま
や
二
〇
～
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
中
規
模
林
家
層
へ
と
上
昇
し
た
。
こ
う
し
て
、
ご
く
小
数
の
大
山

林
所
有
者
・
中
規
模
山
林
所
有
者
を
除
い
て
、
林
家
の
九
八
％
ま
で
が
そ
の
経
営
と
生
活
を
不
安
定
化
し
、
そ
の
労
働
力
は
さ
ら
に

流
動
化
し
て
い
る
。

　
「
高
度
成
長
」
政
策
下
六
〇
年
代
の
山
村
は
、
こ
う
し
て
東
目
本
で
は
主
と
し
て
出
稼
の
移
で
、
西
日
本
で
は
挙
家
離
村
の
彩
で

総
じ
て
「
過
疎
」
化
し
（
「
山
村
」
（
山
村
振
興
法
に
い
う
山
村
で
、
；
ニ
ハ
三
新
市
町
村
に
含
ま
れ
る
）
の
人
口
は
六
〇
年
の
八
三
五
万
人
か
ら

七
〇
年
の
六
五
六
万
人
へ
と
二
一
％
減
少
し
て
い
る
）
、
林
業
・
農
業
経
営
の
分
解
の
み
な
ら
ず
、
「
農
地
の
荒
廃
・
学
校
統
廃
合
、
バ
ス

路
線
の
休
廃
止
、
老
人
世
帯
の
増
大
と
そ
の
受
救
貧
民
化
、
医
療
・
保
健
機
関
の
機
能
低
下
（
医
師
不
足
た
ど
）
、
地
方
自
治
体
財
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

の
悪
化
、
た
ど
数
え
き
れ
ぬ
ほ
ど
の
問
題
」
と
貧
困
を
蓄
積
し
っ
っ
大
き
く
変
貌
し
た
。

）２（

基
本
法
林
政
の
展
開
と
林
業
構
造
の
再
編

　
「
高
度
成
長
」
下
の
木
材
・
林
業
政
策
は
、
ま
ず
第
一
に
国
有
林
の
木
材
増
産
・
「
合
理
化
」
政
策
で
あ
り
、
第
二
に
外
材
へ
の

依
存
政
策
で
あ
っ
た
が
、
箪
三
に
は
六
四
年
以
降
の
民
有
林
を
包
括
し
た
「
基
本
法
」
林
政
の
実
施
を
そ
の
内
容
と
し
て
展
開
し

た
。　

こ
れ
ら
「
高
度
成
長
」
下
の
木
材
・
林
業
政
策
の
ね
ら
い
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
六
〇
年
代
後
半
以
降
の
「
基
本
法
」
段
階
に
そ
く



　
し
て
い
え
ば
、
第
一
に
木
材
を
低
価
格
で
大
量
に
供
給
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
生
産
構
造
の
整
備
を
直
接
的
な
目
標
と

　
し
て
い
た
。
す
で
に
国
有
林
に
お
い
て
は
「
生
産
力
増
強
計
画
」
（
五
七
年
）
を
皮
切
り
に
、
外
材
に
っ
い
て
は
「
木
材
価
格
安
定
緊

　
急
対
策
」
（
六
一
年
）
を
契
機
と
し
て
低
材
価
・
大
量
供
給
の
体
制
（
基
盤
整
備
と
生
産
の
「
合
理
化
」
）
が
展
開
さ
れ
て
い
た
が
、
　
「
林

　
業
基
本
法
」
は
こ
れ
を
民
有
林
を
基
盤
と
し
て
わ
が
国
林
業
の
全
構
造
を
包
括
す
る
も
の
と
し
て
展
開
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

　
そ
の
直
接
的
な
目
標
を
主
と
し
て
「
林
業
構
造
の
改
善
」
に
お
い
て
い
た
。
　
　
．

　
　
第
二
は
、
　
「
安
上
り
林
政
」
っ
ま
り
財
政
支
出
の
「
合
理
化
・
効
率
化
」
が
そ
の
ね
ら
い
で
あ
り
、
こ
の
点
は
何
よ
り
も
ま
ず
木

　
材
増
産
に
と
も
な
う
財
政
支
出
の
膨
張
阻
止
と
支
出
の
重
点
主
義
に
示
さ
れ
て
い
た
。
　
「
高
度
成
長
」
政
策
は
終
始
一
貫
し
て
、
重

　
化
学
工
業
化
の
た
め
の
生
産
基
盤
整
備
を
中
心
に
公
共
投
資
・
地
域
開
発
・
防
衛
・
海
外
協
力
等
へ
の
国
家
予
算
の
重
点
的
配
分
を

　
推
進
し
、
農
林
漁
業
．
中
小
企
業
に
対
し
て
は
！
安
上
り
〃
を
要
求
し
て
き
た
が
、
事
実
、
林
業
に
，
っ
い
て
も
、
一
般
会
計
予
算
と

　
そ
の
う
ち
の
林
業
関
係
予
算
の
六
一
年
を
一
〇
〇
と
し
た
六
五
年
、
七
〇
年
の
指
数
を
み
る
と
、
前
者
の
一
八
○
、
三
九
八
に
対
し

　
て
、
後
者
は
一
六
六
、
三
六
二
と
相
対
的
に
縮
減
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
林
業
関
係
予
算
の
内
容
変
化
の
特
徴
は
、
林
業
構
造
改
善

　
事
業
費
の
増
大
（
六
五
年
の
三
％
か
ら
七
〇
年
の
八
％
へ
）
と
造
林
事
業
費
（
１
１
造
林
補
助
金
）
の
激
減
（
六
〇
年
二
四
劣
、
六
五
年
一
七
％
、

　
七
〇
年
一
三
％
）
で
あ
り
、
そ
し
て
前
者
が
後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
政
策
対
象
と
し
て
零
細
林
家
は
勿
論
の
こ
と
「
答
申
」
段

　
階
の
「
家
族
経
営
的
林
業
」
を
す
ら
対
象
と
せ
ず
、
そ
の
目
標
を
森
林
組
合
の
育
成
に
限
定
し
て
い
る
と
す
れ
ぼ
、
後
者
は
六
〇
年

　
代
に
お
げ
る
私
的
造
林
の
減
退
と
公
的
造
林
の
前
進
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
そ
の
意
義
を
「
高
度
成
長
」
下
の
農
林
関
係
予
算
に
お
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

．
基
本
的
な
政
策
志
向
（
補
助
金
政
策
か
ら
構
造
政
策
へ
の
転
換
、
あ
る
い
は
「
補
助
金
か
ら
融
資
へ
」
の
転
換
）
の
中
で
把
握
す
べ
き
で
あ
ろ

　
う
。

　
　
　
　
戦
後
日
本
資
本
主
義
と
林
業
・
山
村
間
題
の
展
開
構
造
（
奥
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五
　
（
七
二
）

■



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
六
　
（
七
一
二
）

　
第
三
は
、
重
化
学
工
業
化
の
た
め
の
低
賃
金
労
働
力
の
大
量
供
給
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
よ
う
に
戦
後
日
本
の
高
度
蓄
積
は
重
化
学

工
業
を
基
軸
と
し
、
対
米
従
属
的
技
術
革
新
に
。
も
と
づ
く
巨
大
な
設
備
投
資
の
展
開
を
農
林
漁
業
・
中
小
企
業
か
ら
析
出
し
た
低
廉

か
つ
大
量
の
労
働
カ
と
結
び
つ
け
る
こ
．
と
に
よ
っ
て
実
現
し
た
が
、
す
で
に
「
所
得
倍
増
計
画
」
は
「
労
働
力
不
足
化
」
を
予
想
し
、

「
労
働
力
の
産
業
間
移
動
の
促
進
と
低
所
得
層
の
解
消
」
お
よ
び
「
農
林
漁
業
の
近
代
化
」
、
「
中
小
企
業
の
近
代
化
」
を
う
ち
だ
し

て
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
「
労
働
力
流
動
化
」
．
政
策
は
そ
の
後
、
一
方
で
は
職
業
安
定
法
・
失
対
法
改
定
（
六
三
年
）
、
「
労
働
市
場
セ

ソ
タ
ー
」
（
六
四
年
）
の
設
置
等
に
よ
る
軽
工
業
か
ら
の
遇
剰
人
口
の
創
出
・
再
配
置
か
ら
、
「
失
対
打
切
り
」
法
案
（
七
一
年
）
に
よ

る
主
婦
を
含
む
中
高
年
齢
者
の
「
活
用
」
に
い
た
る
諾
施
策
と
し
て
実
施
さ
れ
、
他
方
で
は
農
業
基
本
法
（
六
一
年
）
、
中
小
企
業
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

本
法
（
六
三
年
）
、
そ
し
て
林
業
基
本
法
（
六
四
年
）
と
し
て
実
現
し
た
。

　
六
〇
年
代
後
半
以
降
の
基
本
法
林
政
は
、
右
の
よ
う
な
ね
ら
い
の
下
に
う
ち
だ
さ
れ
た
国
内
林
政
の
主
軸
を
た
す
も
の
で
あ
り
、

そ
の
直
接
的
目
標
を
主
と
し
て
民
有
林
業
の
「
構
造
改
善
」
に
お
い
て
い
た
。
林
業
構
造
改
善
事
業
は
、
こ
ケ
し
て
六
五
～
七
三
年

に
全
国
九
八
六
市
町
村
（
追
加
事
業
二
三
〇
市
町
村
を
含
む
）
で
実
施
さ
れ
、
現
に
実
施
中
で
あ
る
（
さ
ら
に
、
七
二
年
度
か
ら
第
二
次
林

構
事
業
が
一
〇
年
間
に
一
〇
〇
〇
地
域
を
事
業
対
象
と
す
る
計
画
で
発
足
し
て
い
る
）
。
そ
の
内
容
は
一
地
域
当
り
事
業
費
七
〇
〇
〇
万
円

（
負
担
割
合
は
、
お
お
む
ね
国
庫
補
助
五
割
、
府
県
一
～
二
割
、
市
町
村
一
～
二
割
、
自
己
偵
担
約
二
割
）
、
指
定
後
三
年
間
で
地
域
内
林
業
の

経
営
基
盤
の
充
実
・
生
産
基
盤
の
整
備
．
資
本
装
備
の
高
度
化
等
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
（
第
二
次
林
構
事
業
で
は
一
地
域
平
均
事
業
費

一
億
八
○
○
○
万
円
、
事
業
期
間
は
四
ヵ
年
）
。
し
か
し
間
題
は
、
事
業
費
の
絶
対
額
の
問
題
は
別
と
し
て
、
何
よ
り
も
泰
業
費
の
構
成

に
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
生
産
基
盤
の
整
備
す
な
わ
ち
林
道
の
開
設
費
が
事
業
費
総
額
の
六
割
を
占
め
、
集
材
機
・
チ
ェ
ソ
ソ
ー
・

刈
抵
機
な
ど
森
林
組
合
を
事
業
主
体
と
す
る
資
本
装
備
高
度
化
の
事
業
費
が
二
割
五
分
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
入
会
林
野
の
近
代



化
・
分
収
造
林
の
促
進
・
林
地
の
集
団
化
・
国
有
林
野
の
活
用
な
ど
個
別
経
営
の
”
経
営
基
盤
の
充
実
〃
に
か
か
わ
る
事
業
費
の
割

合
が
わ
ず
か
二
劣
前
後
に
－
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
か
え
り
み
て
六
〇
年
の
農
林
漁
業
基
本
間
題
調
査
会
の
答
申
「
林
業
の
基
本
問
題
と
基
本
対
策
」
に
あ
っ
て
は
、
国
有
林
・
民
有

林
と
も
「
現
有
資
源
の
積
極
的
な
開
発
利
用
と
伐
採
の
促
進
を
は
か
る
」
と
し
っ
つ
、
基
本
間
題
の
所
以
を
「
土
地
所
有
と
資
本
と

労
働
の
結
合
の
不
適
正
、
不
均
等
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
生
産
性
の
低
さ
及
び
所
得
分
配
構
造
の
破
行
性
」
と
い
う
構
造
的
特
質

＼
に
求
め
、
大
林
野
所
有
の
「
財
産
保
持
的
た
い
し
地
代
収
得
的
性
格
」
を
”
批
判
〃
し
つ
つ
、
構
造
政
策
の
目
標
を
「
農
家
に
よ
る

合
理
的
な
家
族
経
営
的
林
業
」
の
育
成
に
お
い
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
答
中
が
「
家
族
経
営
的
林
業
」
（
林
地
規
模
五
～
二
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
）
の
育
成
を
目
標
と
す
る
か
ぎ
り
、
そ
の
基
本
的
性
格
は
二
七
〇
万
農
林
家
の
九
割
を
こ
え
る
零
細
層
（
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下

層
）
を
「
切
り
捨
て
」
る
「
一
割
林
政
」
に
他
た
ら
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
一
面
で
は
、
大
林
野
所
有
を
”
批
判
〃
し
つ
つ
「
家
族

経
営
的
林
業
」
を
提
唱
す
る
か
ぎ
り
、
改
革
後
農
政
の
基
調
で
あ
っ
た
自
作
農
主
義
に
未
だ
立
脚
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し

て
「
林
業
基
本
法
」
に
お
い
て
も
、
こ
の
政
策
理
念
は
大
山
林
所
有
者
層
の
ま
き
返
し
に
よ
っ
て
大
き
く
後
退
し
た
と
は
い
え
、
か

ら
く
も
「
小
規
模
林
業
経
営
の
観
模
の
拡
大
」
と
し
て
維
持
さ
れ
た
。

　
し
か
し
基
本
法
林
政
の
実
施
段
階
に
お
い
て
は
、
さ
き
に
み
た
よ
う
に
林
道
開
発
を
基
盤
と
し
て
、
資
本
装
傭
を
森
林
組
合
に
集

中
さ
せ
、
　
「
森
林
組
合
等
に
よ
る
森
林
の
施
業
」
が
大
き
く
前
進
す
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
は
、
　
「
小
規
模
林
業
経
営
の
規
模
の

拡
大
」
と
い
う
基
本
法
の
本
来
的
目
標
の
放
棄
で
あ
り
、
　
「
家
族
経
営
的
林
業
」
の
広
範
な
解
体
を
背
景
に
、
こ
れ
に
か
わ
っ
て
、

と
い
う
よ
り
既
存
の
私
的
林
業
経
営
体
に
か
わ
っ
て
生
産
事
業
体
と
し
て
の
森
林
組
合
を
上
か
ら
政
策
的
に
育
成
し
、
そ
の
掌
握
・

管
理
を
基
軸
と
し
て
林
業
生
産
を
「
合
理
化
」
し
、
林
業
構
造
を
再
編
し
よ
う
と
す
る
国
家
独
占
資
本
主
義
の
政
策
志
向
に
他
な
ら

　
　
　
　
戦
後
日
本
資
本
主
義
と
林
業
・
山
村
間
題
の
展
開
構
造
（
奥
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七
　
（
七
二
二
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

一
五
八
　
（
七
一
四
）

な
い
。

　
林
業
構
造
改
善
事
業
の
諸
階
級
に
対
す
る
影
響
を
端
的
に
１
い
え
ば
、
い
大
山
林
所
有
者
（
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
）
お
よ
び
一
都

の
中
規
模
山
林
所
有
者
（
五
〇
～
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ｉ
ル
）
に
は
林
道
開
設
に
も
と
づ
く
立
木
価
格
・
地
代
の
上
昇
効
果
を
集
中
す
る
と

と
も
に
、
労
働
力
を
自
ら
雇
用
し
常
用
化
す
る
必
要
な
く
、
事
業
を
森
林
組
合
に
委
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
零
細
農
民
の
労
働
力
を

任
意
に
利
用
さ
せ
、
ｏ
大
部
分
の
中
規
模
林
家
（
二
〇
～
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
は
右
の
効
果
を
相
対
的
に
わ
ず
か
し
か
与
え
ず
、
そ

の
経
営
を
「
家
族
経
営
」
分
解
の
経
済
的
必
然
性
に
委
ね
、
員
小
観
模
・
零
細
林
家
（
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
）
に
・
は
そ
の
労
働
力
を
、

し
た
が
っ
て
土
地
を
流
動
化
し
つ
つ
、
一
部
の
労
働
カ
を
森
林
組
合
に
再
組
織
し
、
酋
森
林
組
合
に
は
資
本
装
備
を
集
中
し
て
、
分

解
し
流
動
化
す
る
小
規
模
・
零
細
林
家
の
労
働
力
を
「
労
務
班
」
に
組
織
さ
せ
、
大
・
中
山
林
所
有
者
の
造
林
事
業
と
中
小
素
材
生

産
者
の
伐
出
事
業
を
吸
収
し
つ
っ
、
そ
の
「
協
業
」
を
通
じ
て
独
自
の
生
産
資
本
と
し
て
発
展
さ
せ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
は
、
　
「
土
地
所
有
と
資
本
と
労
働
の
結
合
」
の
明
確
な
分
解
・
流
動
化
と
そ
の
国
家
独
占
資
本
主
義
的
再
編
成

に
他
な
ら
ず
、
そ
の
過
程
に
お
け
る
林
道
の
開
発
整
備
（
そ
れ
は
「
高
度
成
長
」
政
策
の
下
で
、
港
湾
．
工
業
用
地
．
道
路
を
は
じ
め
と
し

て
巨
大
な
規
模
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
「
杜
会
資
本
」
の
最
末
端
を
形
成
し
て
い
る
）
の
展
開
は
、
他
方
に
１
お
け
る
公
的
造
林
（
公
団
．
公
杜
造

林
）
の
展
開
と
合
わ
せ
て
、
森
林
と
山
村
に
対
す
る
国
家
的
集
中
管
理
の
領
域
を
一
層
拡
大
す
る
。

　
基
本
法
林
政
は
六
〇
年
代
後
半
以
降
、
っ
ぎ
の
三
っ
の
側
面
に
お
い
て
具
体
的
施
策
と
し
て
展
開
し
た
。
第
一
は
、
い
う
ま
で
も

な
く
森
林
組
合
を
基
盤
と
す
る
林
業
生
産
構
造
の
再
編
成
Ｈ
構
造
政
策
で
あ
り
、
林
業
協
業
促
進
対
策
事
業
（
六
二
年
）
、
森
林
組
合

合
併
助
成
法
（
六
一
二
年
）
を
さ
き
が
げ
と
し
、
林
業
構
造
改
善
事
業
（
六
四
年
）
を
中
心
に
，
、
団
地
造
林
事
業
（
六
七
年
）
、
里
山
再
開
発

事
業
（
七
〇
年
）
、
林
業
労
働
者
通
年
就
労
促
進
対
策
・
林
業
労
働
力
流
動
化
対
策
（
七
〇
年
）
等
と
し
て
展
開
し
た
。
第
二
は
、
こ
の



構
造
政
策
を
補
完
す
る
施
策
で
あ
り
、
入
会
林
野
近
代
化
法
（
六
六
年
）
、
国
有
林
野
活
用
法
（
七
一
年
）
、
内
陸
製
材
業
振
興
対
策
事

業
（
七
一
年
）
等
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
．
第
三
は
、
主
と
し
て
林
業
・
農
業
が
行
な
わ
れ
る
べ
き
山
村
の
生
産
・
生
活
基
盤
に
対
す
る

基
盤
整
備
策
で
あ
り
、
道
路
．
農
道
・
林
道
な
ど
産
業
基
盤
の
整
備
を
中
心
に
山
村
振
興
法
（
六
五
年
）
、
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置

法
（
七
〇
年
）
等
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

　
基
本
法
林
政
は
、
こ
う
し
て
六
〇
年
代
中
葉
以
降
「
高
度
成
長
」
政
策
の
一
環
と
し
て
そ
の
内
実
を
展
開
し
、
小
観
模
・
零
細
林

家
、
中
小
農
民
の
広
範
な
落
層
・
分
解
と
林
業
生
産
の
停
滞
、
山
村
の
「
過
疎
」
化
の
中
で
大
・
中
山
林
所
有
者
の
利
益
を
優
先
さ

せ
つ
つ
「
杜
会
資
本
」
の
最
末
端
を
担
う
林
道
・
山
村
道
路
を
一
層
奥
地
ま
で
延
長
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
資
本
の
山
村
農
民
掌
握
と

農
民
層
分
解
、
都
市
へ
の
流
出
を
一
層
促
進
し
、
他
方
、
森
林
組
合
に
資
本
・
資
本
装
備
を
集
中
し
、
そ
れ
を
積
杵
と
し
て
分
解
し
、

賃
労
働
者
化
す
る
農
民
の
労
働
力
を
森
林
組
合
の
下
に
、
再
組
織
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
大
・
中
山
林
所
有
者
の
森
林
を
中
心
に
林
業
生

産
の
「
協
業
」
化
を
推
進
し
、
小
規
模
・
零
細
林
家
、
農
民
の
零
細
土
地
所
有
を
流
動
化
し
つ
つ
総
じ
て
国
家
独
占
資
本
主
義
の
林

業
．
森
林
．
山
村
に
対
す
る
管
理
・
支
配
を
促
進
し
、
も
っ
て
「
高
度
成
長
」
政
策
の
林
業
・
山
村
に
対
す
る
要
請
　
　
「
安
上
り

林
政
」
に
よ
る
低
材
価
・
大
量
供
給
と
山
村
労
働
力
さ
ら
に
土
地
の
流
動
化
　
　
に
応
え
て
き
た
。

）３（

森
林
組
合
事
業
の
展
開
と
「
労
務
班
」

の
形
成

　
五
一
年
改
正
森
林
法
に
よ
っ
て
再
出
発
し
た
戦
後
森
林
組
合
は
、
全
森
連
の
指
導
の
下
「
森
林
組
合
振
興
三
カ
年
計
画
」
（
五
八
～

六
〇
年
）
の
実
施
を
皮
切
り
に
林
業
生
産
に
お
げ
る
新
た
な
生
産
事
業
体
と
し
て
台
頭
し
、
基
本
法
林
政
下
「
森
林
組
合
拡
充
強
化

五
カ
年
計
画
」
、
「
協
業
体
制
確
立
運
動
」
の
展
開
を
通
じ
て
大
き
く
発
展
し
た
。
こ
の
過
程
に
お
け
る
組
合
事
業
展
開
の
特
徴
は
、

　
　
　
戦
後
日
本
資
本
主
義
と
林
業
・
山
村
問
題
の
展
開
構
造
（
奥
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九
　
（
七
一
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
〇
　
（
七
一
六
）

当
初
の
造
林
補
助
金
取
扱
・
苗
木
な
ど
の
購
買
・
木
材
の
販
売
事
業
か
ら
林
産
・
加
工
事
業
へ
、
さ
ら
に
・
森
林
造
成
事
業
へ
と
林
業

の
流
通
過
程
か
ら
全
生
産
過
程
の
掌
握
へ
と
展
開
し
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
と
に
林
業
の
基
本
的
生
産
過
程
を
把
握
す
る
も
の
と

し
て
の
森
林
造
成
事
業
は
六
〇
年
代
初
頭
以
降
大
き
く
発
展
し
、
い
ま
や
林
産
事
業
と
と
も
に
森
林
組
合
の
基
幹
事
業
と
た
っ
て
い

る
。
そ
の
事
業
量
は
七
一
年
現
在
、
公
有
林
・
国
有
林
か
ら
の
受
託
も
含
め
て
、
新
植
七
・
六
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
保
育
三
五
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
そ
の
新
植
事
業
量
は
民
有
林
総
造
林
面
積
二
五
・
六
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
三
〇
％
に
た
っ
し
て
い
る
。

　
森
林
組
合
の
生
産
事
業
が
こ
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
の
は
、
一
方
で
は
外
材
体
制
下
、
木
材
市
場
条
件
の
悪
化
の
中
で
造
林
意

欲
を
失
い
、
ま
た
山
村
の
過
疎
化
の
中
で
戦
前
来
の
低
賃
金
労
務
組
織
を
失
っ
て
地
主
化
（
長
伐
期
化
と
造
林
放
棄
）
し
つ
つ
あ
乃
大

・
中
山
林
所
有
者
か
ら
事
業
を
受
託
し
、
他
方
で
は
薪
炭
生
産
や
国
有
林
野
事
業
か
ろ
排
出
さ
れ
て
く
る
”
過
剰
労
働
力
”
を
中
心

に
、
分
解
し
つ
つ
あ
る
山
村
農
民
の
中
高
年
労
働
力
を
新
た
な
低
賃
金
労
働
組
織
で
あ
る
「
労
務
班
」
に
調
達
．
再
組
織
し
、
こ
の

両
者
の
「
協
業
」
体
制
を
推
進
し
つ
つ
、
　
”
国
民
経
済
的
要
請
”
で
あ
る
”
安
上
り
”
の
林
業
生
産
を
そ
の
全
国
組
織
を
あ
げ
て
展

開
レ
で
き
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
基
本
法
林
政
が
「
小
規
模
林
業
経
営
の
規
模
の
拡
大
」
と
い
う
本
来
あ
る
べ
き
政
策
目
標
を
放

棄
し
て
、
そ
の
施
策
を
森
林
組
合
に
集
中
し
て
き
た
所
以
は
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
。
そ
し
て
森
林
組
合
事
業
の
右
の
よ
う
な
発
展

は
、
た
ん
に
山
村
農
民
の
労
働
力
を
土
地
か
ら
分
離
し
賃
労
働
者
化
す
る
だ
げ
で
は
な
く
、
大
・
中
山
林
所
有
者
か
ら
そ
の
資
本
機

能
１
１
経
営
機
能
を
吸
収
・
包
摂
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
を
地
主
化
し
、
ま
た
、
た
ん
な
る
資
本
所
有
者
に
転
化
す
る
こ
と
を
必
然

化
す
る
。
森
林
組
合
に
お
げ
る
長
期
経
営
受
託
の
形
成
（
七
一
年
現
在
の
契
約
面
積
六
．
三
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
は
、
そ
の
方
向
を
示
唆
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
全
森
連
・
県
森
連
の
系
統
の
下
、
ほ
ぽ
市
町
村
を
単
位
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
る
単
位
森
林
粗
合
（
施
設
組
合
）
は
そ
の
数
二
四
六



三
、
組
合
員
数
約
一
八
○
万
人
　
　
現
段
階
の
森
林
組
合
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
基
本
法
林
政
の
担
い
手
と
し
て
政
策
的
助
成
に
よ

っ
て
育
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
本
来
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
民
有
林
「
行
政
代
行
機
関
」
で
あ
り
、
ま
た
一
面
で
は
木
材

の
販
売
や
林
業
用
資
材
・
資
金
の
取
扱
機
関
と
し
て
林
業
関
連
独
占
資
本
に
よ
る
林
業
・
山
村
諸
階
層
収
奪
の
パ
イ
プ
と
し
て
の
性

格
も
そ
な
え
て
い
る
。
し
か
し
、
現
段
階
の
森
林
組
合
は
、
民
有
林
に
お
げ
る
最
大
の
生
産
事
業
体
と
し
て
、
全
国
的
に
組
織
さ
れ

た
”
私
的
林
業
資
本
の
集
積
・
集
中
と
国
家
的
公
的
資
本
の
結
合
体
”
と
し
て
、
林
業
・
山
村
に
お
げ
る
生
産
と
流
通
を
全
国
的
規

模
で
組
織
し
、
管
理
し
、
計
画
化
し
う
る
唯
一
の
組
織
体
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
故
に
国
家
独
占
資
本
主
義
の
林
業
・
山
村
に
１
対
す

る
全
構
造
的
再
編
成
と
そ
の
集
中
的
管
理
・
支
配
に
最
も
適
合
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
現
段
階
の
森
林
組
合
の
基
本
的
特
質
は
こ

の
点
に
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
森
林
組
合
の
生
産
事
業
体
と
し
て
の
右
の
よ
う
な
発
展
を
さ
さ
え
担
っ
て
き
た
も
の
、
そ
れ
は
「
森
林
組
合
労
務
班
」
で
あ
り
、

施
設
組
合
二
四
六
三
の
六
一
劣
が
こ
れ
を
組
織
し
て
お
り
、
班
員
数
は
約
六
万
三
千
人
、
そ
の
組
織
は
国
有
林
、
民
間
大
手
林
業
会

杜
の
そ
れ
と
た
ら
ん
で
わ
が
国
林
業
労
働
の
三
大
組
織
の
一
つ
と
た
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
労
務
班
の
形
成
と
展
開
こ
そ
は
六

〇
年
代
に
お
げ
る
森
林
組
合
発
展
の
最
も
重
要
た
側
面
で
あ
り
、
現
段
階
の
農
協
・
漁
協
と
は
異
な
る
森
林
組
合
の
最
大
の
特
徴
を

た
す
も
の
で
あ
る
。

　
森
林
組
合
労
務
班
は
、
各
単
位
森
組
が
地
域
内
の
白
ら
の
組
合
員
を
は
じ
め
と
す
る
山
林
所
有
者
か
ら
委
託
を
受
け
て
森
林
造
成

・
林
産
事
業
た
ど
を
行
な
う
た
め
に
地
域
の
労
働
力
を
専
属
的
に
雇
用
し
て
組
織
し
た
作
業
集
団
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
注
目
す
べ

き
は
森
林
組
合
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
務
班
員
自
身
も
ま
た
森
組
の
組
合
員
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
森
林
組
合
事
業
の
発
展
、
労
務

班
の
発
展
を
林
業
に
お
け
る
「
協
業
」
の
発
展
と
一
般
に
理
解
さ
れ
る
所
以
も
こ
の
点
に
あ
る
。
し
か
し
、
林
業
に
お
げ
る
「
協

　
　
　
戦
後
日
本
資
本
主
義
と
林
業
・
山
村
問
題
の
展
開
構
造
（
奥
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
一
　
（
七
一
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
二
　
（
七
一
八
）

業
」
の
実
体
は
現
段
階
で
は
、
森
林
組
合
が
組
合
員
の
八
割
に
も
お
よ
ぶ
零
細
林
家
や
没
落
し
つ
つ
あ
る
小
観
模
林
家
層
の
労
働
力

を
組
織
し
て
、
組
合
員
の
五
％
に
も
満
た
な
い
大
・
中
山
林
所
有
者
や
不
在
地
主
の
事
業
を
そ
れ
ら
に
か
わ
っ
て
行
な
う
と
い
う
こ

と
に
他
な
ら
ず
、
農
業
に
お
げ
る
集
団
栽
培
な
ど
小
生
産
者
の
「
協
業
」
と
は
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
。

　
森
林
組
合
労
務
班
員
の
労
働
者
と
し
て
の
現
状
は
、
未
だ
就
労
の
季
節
性
を
ま
ぬ
か
れ
ず
、
失
業
保
険
・
健
康
保
険
な
ど
の
杜
会

保
障
は
皆
無
に
等
し
く
、
賃
金
条
件
を
含
め
て
そ
の
労
働
条
件
は
わ
が
国
労
働
者
階
級
の
中
で
劣
位
の
条
件
に
お
か
れ
て
い
る
国
有

林
労
働
者
の
約
半
分
の
水
準
に
す
ぎ
な
い
。
森
林
組
合
が
私
有
林
の
み
で
な
く
国
有
林
や
公
団
・
公
杜
造
林
の
事
業
下
請
機
関
と
し

て
発
展
し
つ
つ
あ
る
基
本
的
要
因
は
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
。

　
森
林
組
合
労
務
班
は
、
六
〇
年
代
を
通
じ
て
政
策
的
に
育
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
史
批
第
二
次
大
戦
期
、
国
家
総
動

員
計
画
下
の
労
務
報
国
会
の
末
端
に
つ
な
が
る
林
業
報
国
隊
に
も
と
め
ら
れ
る
。
当
時
も
林
業
は
労
務
動
員
計
画
に
お
け
る
〃
重
点

産
業
〃
で
は
た
く
、
そ
れ
だ
け
に
労
務
不
足
は
深
刻
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
木
材
供
出
を
完
遂
し
「
林
業
翼
賛
」
を
推
進
す
る
べ

く
案
出
さ
れ
た
も
の
が
林
業
報
国
隊
に
他
た
ら
た
い
。
こ
の
こ
と
は
「
高
度
成
長
」
期
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
労
働
力
流
動
化
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

策
の
末
端
領
域
に
位
置
す
る
森
林
組
合
労
務
班
の
現
状
を
把
握
す
る
上
で
一
っ
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
（
ｕ
）
森
井
淳
吉
「
山
村
に
お
げ
る
経
済
変
貌
と
農
民
層
分
解
」
（
井
野
・
曄
峻
・
重
富
編
『
国
家
独
占
資
本
主
義
と
農
業
・
下
巻
』
所
収
）

　
　
　
　
五
〇
七
頁
。

　
　
（
１
２
）
　
例
え
は
池
上
惇
『
目
本
の
国
家
独
占
資
本
主
義
　
　
安
保
体
制
の
経
済
的
基
礎
　
　
』
（
一
九
六
八
年
）
第
四
章
を
参
照
。

　
　
（
１
３
）
　
前
掲
書
（
注
（
ｕ
）
）
五
一
五
頁
。

　
　
（
１
４
）
　
例
え
ぱ
、
今
村
奈
良
臣
「
基
本
法
農
政
の
財
政
金
融
政
策
」
（
阪
本
楠
彦
編
集
『
基
本
法
農
政
の
展
開
』
第
一
部
皿
）
を
参
照
。

　
　
（
１
５
）
　
加
藤
佑
治
「
『
新
経
済
杜
会
発
展
計
画
』
と
労
働
力
政
策
の
現
段
階
」
（
『
経
済
』
七
一
年
八
月
）
を
参
照
。



（
１
６
）
拙
稿
「
森
林
組
合
労
務
班
の
現
状
と
当
面
す
る
諸
間
題
」

　
ジ
ウ
ム
「
目
本
林
業
と
森
林
組
合
間
題
」
特
集
号
）
参
照
。

（
『
林
業
経
済
』
オ
◎
・
三
〇
一
号

一
九
七
三
年
林
業
経
済
研
究
会
シ
ソ
ポ

四
　
七
〇
年
代
林
業
・
山
村
問
題
の
基
本
構
造

む
す
び

　
「
国
民
所
得
倍
増
計
画
」
に
は
じ
ま
る
六
〇
年
代
「
高
度
成
長
」
政
策
が
都
市
に
は
過
密
と
公
害
を
、
他
方
山
村
に
は
過
疎
と
貧

困
を
蓄
積
し
つ
っ
、
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
の
激
発
の
中
で
明
白
に
破
綻
し
た
今
日
、
　
『
目
本
列
島
改
造
論
』
の
具
体
化
と
し
て
国
土
総

合
開
発
法
案
が
登
場
し
、
山
村
の
土
地
・
森
林
・
水
・
空
気
、
つ
ま
り
山
村
の
自
然
が
あ
ら
た
め
て
脚
光
を
あ
び
て
い
る
。

　
戦
後
目
本
の
高
度
蓄
積
は
杜
会
資
本
投
資
に
よ
る
産
業
基
盤
と
生
活
基
盤
の
不
断
の
再
編
成
を
積
杵
と
し
て
推
進
さ
れ
た
が
、
五

〇
年
代
に
お
け
る
開
発
方
式
の
特
徴
は
電
源
開
発
・
多
目
的
ダ
ム
の
建
設
な
ど
河
川
開
発
が
主
流
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
山
村
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

戦
後
最
初
の
受
難
を
こ
う
む
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
六
〇
年
代
「
高
度
成
長
」
期
は
、
既
成
の
四
大
工
業
地
域
を
結
ぶ
太
平
洋
ベ
ル

ト
地
帯
を
中
心
に
臨
海
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
な
ど
重
化
学
工
業
化
の
た
め
の
「
拠
点
開
発
」
、
「
地
域
開
発
」
が
推
進
さ
れ
開
発
地
域
の
農

地
．
漁
場
．
水
が
流
動
化
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
六
〇
年
代
後
半
以
降
、
山
村
に
お
け
る
過
疎
の
対
極
と
し
て
公
害
な
ど
都
市
問
題

が
激
発
す
る
中
で
「
新
全
国
総
合
開
発
計
画
」
（
六
九
年
）
が
策
定
さ
れ
る
。
こ
の
計
画
は
八
五
年
の
日
本
を
フ
レ
ィ
ム
・
ワ
ー
ク
に

お
き
「
国
民
の
活
動
の
基
礎
を
な
す
国
土
の
総
合
的
な
開
発
の
方
向
を
示
す
も
の
」
と
し
て
、
す
で
に
森
林
と
山
村
を
そ
の
射
程
に

入
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
ひ
き
っ
い
で
『
改
造
論
』
が
「
過
密
と
過
疎
の
同
時
解
決
」
を
図
る
も
の
と
し
て
登
場
し
た
こ
と
は
、
す

で
に
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
七
一
年
に
、
　
「
新
し
い
山
村
対
策
を
求
め
て
」
（
山
村
振
興
対
策
審
議
会
調
査
研
究
部
会
）
と
〕
二
世
紀
グ
リ
ー

　
　
　
戦
後
目
本
資
本
主
義
と
林
業
・
山
村
問
題
の
展
開
構
造
（
奥
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
三
　
（
七
一
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
四
　
（
七
二
〇
）

ソ
一
プ
ラ
ソ
ヘ
の
構
え
　
　
新
し
い
森
林
政
策
確
立
へ
の
奨
言
　
　
」
（
経
済
同
友
会
）
が
相
つ
い
で
出
さ
れ
た
が
、
と
も
に
新
全
総

の
路
線
に
立
っ
そ
の
内
容
は
、
国
総
法
下
七
〇
年
代
の
林
業
と
山
村
を
大
き
く
規
定
す
べ
き
も
の
を
含
ん
で
い
る
。

　
こ
の
う
ち
前
者
は
山
村
を
対
象
と
し
、
後
者
は
森
林
に
焦
点
を
お
い
て
い
る
が
（
こ
れ
ら
は
と
も
に
、
国
総
法
案
の
森
林
地
域
．
自
然

保
全
地
域
・
自
然
公
園
地
域
に
包
括
さ
れ
る
）
、
両
者
に
共
通
す
る
特
徴
点
の
第
一
は
、
森
林
・
山
村
を
杜
会
資
本
の
一
環
と
し
て
位
置

づ
け
、
こ
れ
を
全
面
的
に
再
開
発
し
再
編
成
し
よ
う
と
す
る
独
占
資
本
の
新
た
な
方
向
づ
げ
に
あ
る
。
ま
ず
後
者
は
「
森
林
の
造

成
は
杜
会
資
本
充
実
の
一
環
」
で
あ
る
と
し
て
「
従
来
の
森
林
政
策
の
理
念
で
あ
る
木
材
採
取
を
主
と
す
る
”
フ
艀
－
重
視
主
義
〃

か
ら
蓄
積
を
重
視
す
る
”
ス
ト
ツ
ク
重
視
主
義
〃
へ
の
政
策
理
念
の
転
換
」
、
を
宣
言
Ｌ
、
　
「
よ
り
よ
い
森
林
を
っ
く
る
こ
と
を
目
指

し
て
森
林
を
伐
る
こ
と
、
が
最
良
の
方
途
」
で
あ
る
と
「
提
言
」
し
、
そ
し
て
前
者
は
「
水
資
源
の
か
ん
養
、
国
土
保
全
と
い
う
山

村
の
役
割
は
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
森
林
、
土
地
、
水
た
ど
の
開
発
に
よ
り
国
土
資
源
の
有
効

利
用
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
」
と
「
対
策
」
を
う
ち
だ
し
て
い
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
は
、
六
〇
年
代
の
よ
う
に
・
森
林
．
山
村
を

た
ん
に
木
材
の
供
給
基
盤
と
し
て
把
握
す
る
だ
げ
で
は
な
く
、
　
「
高
密
度
杜
会
の
形
成
」
に
と
も
な
う
「
大
気
や
水
の
浄
化
、
騒
音

の
防
止
、
都
市
気
温
の
調
節
…
…
・
・
な
ど
自
然
の
環
境
資
源
」
、
「
生
活
用
水
、
工
業
・
電
力
用
水
な
ど
…
…
水
源
の
酒
養
」
、
観
光
．

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ソ
基
盤
な
ど
、
要
す
る
に
山
村
の
全
資
源
を
”
超
高
度
成
長
〃
に
不
可
欠
の
新
た
な
蓄
積
基
盤
と
し
て
全
面
的
に

再
開
発
し
、
　
「
山
村
地
域
の
経
済
杜
会
構
造
を
抜
本
的
に
再
編
成
」
し
、
こ
れ
を
全
面
的
に
掌
握
．
管
理
し
ょ
う
と
す
る
独
占
資
本

の
新
た
な
政
策
志
向
に
他
な
ら
な
い
。

　
第
二
は
、
七
〇
年
代
巨
大
開
発
　
　
巨
大
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
・
巨
大
工
業
基
地
・
中
枢
管
理
機
能
を
集
中
し
た
巨
大
都
市
．
大
規
模

食
糧
基
地
・
大
規
模
観
光
基
地
な
ど
の
全
国
土
的
配
置
と
、
こ
れ
ら
を
結
ぶ
大
規
模
港
湾
．
新
幹
線
．
高
速
自
動
車
道
路
網
．
マ
イ



ク
ロ
ウ
ェ
ー
ブ
網
な
ど
大
型
交
通
・
通
信
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
の
全
国
土
的
開
発
と
敷
設
　
　
に
対
応
し
た
大
規
模
森
林
圏
開
発
と
山
村

　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

地
域
の
「
種
別
化
」
で
あ
る
。
こ
の
点
、
「
墾
言
」
は
「
都
道
府
県
単
位
で
策
定
さ
れ
て
い
る
森
林
計
画
を
改
め
、
た
と
え
ぱ
一
っ

の
水
系
を
計
画
の
単
位
と
す
る
が
ご
と
き
、
よ
り
広
域
的
観
点
か
ら
の
森
林
計
画
の
策
定
」
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
　
「
対
策
」
は

「
山
村
、
都
市
一
体
的
開
発
」
の
下
で
山
村
を
近
郊
型
・
農
業
主
体
型
・
林
業
主
体
型
・
農
林
漁
混
合
型
・
国
民
休
養
主
体
型
・
保

全
型
に
１
「
種
別
化
」
し
て
い
る
。
す
で
に
そ
の
一
環
と
し
て
「
大
規
模
林
業
圏
開
発
」
計
画
（
全
国
七
山
地
、
一
七
道
県
に
お
よ
ぶ
）

は
発
足
し
、
北
上
山
地
・
中
国
山
地
・
四
国
西
南
山
地
で
は
七
三
年
度
か
ら
大
規
模
な
林
道
開
発
を
中
心
に
事
業
が
開
始
さ
れ
て
い

る
が
、
と
も
あ
れ
七
〇
年
代
の
大
規
模
森
林
圏
開
発
と
山
村
地
域
の
種
別
化
は
、
六
〇
年
代
以
上
に
森
林
の
大
規
模
な
破
壊
を
も
た

ら
す
だ
げ
で
な
く
、
山
村
の
自
治
体
行
財
政
、
山
村
住
民
の
環
境
・
居
住
地
・
文
化
・
福
祉
・
教
育
な
ど
、
お
よ
そ
山
村
住
民
の
全

生
活
に
対
す
る
資
本
の
収
奪
・
再
編
成
と
国
家
独
占
資
本
主
義
的
支
配
お
よ
び
そ
の
集
中
的
管
理
を
必
然
化
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
は
、
右
の
過
程
で
行
な
わ
れ
る
べ
き
林
業
・
山
村
に
対
す
る
国
家
独
占
資
本
主
義
の
新
た
な
「
合
理
化
」
で
あ
る
。
ま
ず
国

有
林
に
っ
い
て
は
、
現
行
組
織
の
「
行
政
体
」
Ｈ
「
森
林
庁
」
と
「
事
業
経
営
体
」
１
１
民
営
化
（
六
五
年
の
中
央
森
林
審
議
会
答
申
の
「
公

杜
」
よ
り
「
よ
り
民
営
に
近
い
「
公
法
人
」
彩
態
」
へ
の
移
行
）
と
へ
の
行
政
と
経
営
の
分
離
が
、
そ
し
て
民
有
林
に
つ
い
て
は
「
広
域

森
林
施
業
受
託
体
の
確
立
」
と
「
森
林
組
合
の
抜
本
的
な
改
組
・
強
化
な
ど
経
営
組
織
化
対
策
」
が
「
褒
言
」
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

「
対
策
」
は
民
有
林
に
っ
い
て
、
「
森
林
組
合
へ
の
施
業
な
い
し
経
営
委
託
」
と
「
公
的
機
関
等
に
よ
る
分
収
造
林
の
推
進
」
、
お
よ

び
「
労
働
力
の
組
織
化
、
広
域
的
雇
用
調
整
」
を
う
ち
だ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
後
、
林
政
審
議
会
答
申
「
国
有
林
野
事
業

の
改
善
に
つ
い
て
」
（
七
二
年
）
と
国
総
法
案
の
関
連
法
案
で
あ
る
「
森
林
法
及
び
森
林
組
合
合
併
助
成
法
改
正
案
」
（
七
三
年
）
に
具

体
化
さ
れ
、
す
で
に
国
有
林
で
は
広
範
な
森
林
施
業
の
”
粗
放
化
〃
と
大
規
模
な
機
構
縮
小
（
一
四
営
林
局
．
三
五
〇
営
林
署
を
七
営
林

　
　
　
戦
後
目
本
資
本
主
義
と
林
業
・
山
村
問
題
の
展
開
構
造
（
奥
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
五
　
（
七
二
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
二
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
六
　
（
七
二
二
）

局
・
八
○
営
林
署
に
）
・
誇
負
強
化
に
よ
る
事
業
所
統
廃
合
、
大
規
模
た
人
員
整
理
（
定
員
内
職
員
を
含
め
て
約
二
分
の
一
に
）
な
ど
が
一

〇
ヵ
年
計
画
で
実
施
の
途
に
っ
い
て
お
り
、
森
林
組
合
の
大
型
合
併
も
す
で
に
全
国
各
地
で
先
行
し
て
い
る
（
施
設
組
合
約
二
、
五
〇

〇
を
最
終
的
に
は
ほ
ぼ
三
〇
〇
組
合
に
統
合
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
こ
の
よ
う
な
中
で
第
四
に
、
零
細
土
地
の
流
動
化
が
、
山
村
農
民
か
ら
の
全
面
的
な
土
地
収
奪
が
本
格
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

す
で
に
六
〇
年
代
後
半
か
ら
私
鉄
・
商
杜
・
不
動
産
・
観
光
な
ど
お
よ
そ
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
資
本
が
山
村
に
殺
到
し
て
い
る
が
、
こ

の
中
で
「
提
言
」
は
「
森
林
破
壊
現
象
」
の
一
っ
と
し
て
「
畜
産
振
興
と
い
う
名
の
－
…
…
徒
な
森
林
原
野
の
牧
草
地
化
」
を
あ
げ
る

一
方
、
「
民
有
林
の
零
細
性
の
克
服
を
軸
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
財
産
形
成
を
尊
重
し
な
が
ら
所
有
と
経
営
の
分
離
を
促
進
す
る
こ
と
が

基
本
」
と
し
、
さ
ら
に
「
森
林
の
造
成
に
係
る
代
執
行
、
買
取
り
請
求
権
の
付
与
」
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
「
対
策
」
も
「
経
営
規

模
の
零
細
性
、
労
働
力
の
流
出
等
に
対
処
し
て
経
営
構
造
の
改
善
を
は
か
る
た
め
、
森
林
組
合
へ
の
施
業
た
い
し
経
営
委
託
」
な
ど

か
ら
、
さ
ら
に
「
転
出
等
に
伴
っ
て
不
要
化
し
た
土
地
に
対
し
、
市
町
村
等
公
共
機
関
に
よ
る
先
行
取
得
」
の
必
要
を
主
張
し
て
い

る
。
六
〇
年
代
を
通
じ
て
独
占
資
本
は
、
労
働
力
流
動
化
政
策
に
よ
っ
て
山
村
農
民
の
労
働
力
を
土
地
経
営
か
ら
流
動
化
し
て
き
た

が
、
こ
れ
が
一
段
階
を
画
し
た
い
ま
総
じ
て
「
公
共
性
」
の
名
の
下
に
、
こ
れ
ら
農
民
の
零
細
土
地
に
対
す
る
私
的
・
公
的
・
国
家

的
占
有
と
収
奪
、
つ
ま
り
全
面
的
な
土
地
流
動
化
政
策
を
開
始
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
六
〇
年
代
を
通
じ
て
山
村
深
く
張
り
め
ぐ
ら

さ
れ
、
さ
ら
に
い
ま
大
規
模
に
開
発
さ
れ
つ
っ
あ
る
大
小
・
各
種
の
道
路
Ｈ
膨
大
な
杜
会
資
本
の
蓄
積
は
、
土
地
流
動
化
の
た
め
の

積
杵
で
あ
り
、
ま
た
新
た
な
経
営
の
た
め
の
基
盤
に
他
た
ら
な
い
。

　
こ
う
し
て
国
家
独
占
資
本
主
義
の
林
業
・
山
村
政
策
は
、
六
〇
年
代
の
木
材
と
労
働
力
の
流
動
化
政
策
か
ら
土
地
と
自
然
の
流
動

化
政
策
へ
と
大
き
く
旋
回
し
っ
っ
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
た
政
策
の
展
開
は
必
然
的
に
零
細
農
民
を
中
心
と
し
、
小
規
模
林
家
層
さ
ら



に
は
中
規
模
林
家
層
を
も
含
む
圧
倒
的
多
数
の
山
村
農
民
と
の
矛
盾
・
対
抗
関
係
を
発
展
さ
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
戦
後
五
〇
年
代
前

半
ま
で
は
、
林
業
・
山
村
問
題
は
未
だ
土
地
問
題
を
め
ぐ
る
地
主
対
農
民
の
対
抗
関
係
を
基
軸
と
し
て
展
開
し
て
い
た
。
木
材
増
伐

・
「
合
理
化
」
体
制
が
展
開
さ
れ
た
六
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
土
地
問
題
を
つ
ね
に
底
流
と
し
つ
つ
、
林
業
・
山
村
の
各
部

面
で
資
本
と
賃
労
働
の
対
抗
関
係
が
基
軸
と
な
っ
て
大
き
く
展
開
し
た
。
そ
し
て
七
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
国
有
林
経
営
と
森
林
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

合
を
基
軸
と
し
て
労
資
の
対
抗
関
係
が
一
層
激
化
し
て
い
く
中
で
、
再
び
土
地
間
題
が
大
き
く
前
面
に
登
場
す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、

七
〇
年
代
林
業
・
山
村
の
再
編
成
が
全
構
造
的
で
あ
る
だ
げ
に
、
五
〇
年
代
中
葉
ま
で
の
地
主
と
薪
炭
生
産
農
民
と
の
対
抗
関
係
の

よ
う
に
地
域
的
か
っ
分
散
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
的
た
規
模
で
広
範
な
山
村
農
民
層
を
ま
き
こ
む
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て

七
〇
年
代
の
林
業
・
山
村
間
題
は
、
土
地
間
題
と
労
働
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
独
占
資
本
・
国
家
独
占
資
本
主
義
と
圧
倒
的
多
数
の
山

村
勤
労
農
民
と
の
全
構
造
的
な
対
抗
関
係
と
し
て
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
７
）
　
開
発
時
期
は
六
〇
年
代
中
葉
で
や
や
ず
れ
る
が
、
例
え
は
山
岸
清
隆
「
過
疎
問
題
と
ダ
ム
建
設
　
　
福
井
県
大
野
郡
和
泉
村
の
例
よ
り

　
　
　
　
　
」
上
・
下
（
『
林
業
経
済
』
オ
◎
・
二
八
○
・
二
八
一
）
を
参
照
。

　
　
（
１
８
）
　
池
上
惇
「
戦
後
日
本
国
家
独
占
資
本
主
義
の
資
本
蓄
積
機
構
　
　
　
「
公
共
投
資
」
の
展
開
を
中
心
と
し
て
　
　
」
（
岡
倉
他
編
集
『
講

　
　
　
座
・
現
代
目
本
資
本
主
義
・
２
経
済
』
所
収
）
を
参
照
。

　
　
（
１
９
）
　
例
え
は
、
橋
本
玲
子
「
さ
い
き
ん
山
村
で
お
こ
っ
て
い
る
こ
と
　
　
日
本
国
独
資
の
強
蓄
積
行
程
と
の
関
連
に
お
い
て
　
　
」
（
『
林
業

　
　
　
経
済
』
オ
◎
．
二
六
九
）
を
参
照
。

　
　
（
２
０
）
　
こ
の
間
題
に
関
わ
る
農
民
的
土
地
所
有
・
利
用
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
野
口
俊
邦
「
曲
辰
民
的
林
野
所
有
・
利
用
の
現
段
階
　
　
今
日
に

　
　
　
　
お
げ
る
土
地
間
題
の
一
環
と
し
て
　
　
」
（
『
林
業
経
済
』
オ
◎
・
二
七
九
）
が
一
つ
の
概
観
を
与
え
て
い
る
。

　
　
〔
付
記
〕
　
本
稿
は
、
国
土
間
題
研
究
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
列
島
改
造
論
と
今
日
の
過
疎
問
題
」
に
お
げ
る
拙
論
「
過
疎
下
の
林
業
・
山

　
　
　
　
村
問
題
」
（
『
国
土
間
題
』
オ
ｏ
．
八
く
七
三
年
三
月
Ｖ
所
収
）
を
一
つ
の
骨
子
と
し
て
、
表
記
の
課
題
の
下
に
新
た
な
展
開
を
試
み
た
も

　
　
　
　
　
の
で
あ
る
。

　
　
　
戦
後
日
本
資
本
主
義
と
林
業
・
山
村
問
題
の
展
開
構
造
（
奥
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
七
　
（
七
二
三
）




